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長
岡
市
は
平
成
十
七
年
四
月
と

平
成
十
八
年
一
月
に
周
辺
九
市
町

村
と
合
併
し
、
本
庁
舎
で
行
う
仕

事
の
量
や
従
事
す
る
職
員
の
数
が

大
幅
に
増
加
（
本
庁
組
織
に
勤
務

す
る
職
員
だ
け
で
約
一
七
〇
人
の

増
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
・
交
付
が
市
役
所
で

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
、
地

方
分
権
に
伴
う
県
か
ら
の
権
限
移

譲
に
よ
り
、
市
役
所
で
取
り
扱
う

事
務
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
は
、

合
併
前
の
旧
長
岡
市
の
仕
事
の
量

と
職
員
数
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ス
ペ
ー
ス
不
足
が
生

じ
、
現
在
、
幸
町
の
本
庁
舎
の
ほ

か
、
大
手
通
り
周
辺
の
分
室
な
ど

七
カ
所
に
分
散
し
、
本
庁
組
織
の

約
三
分
の
一
が
本
庁
舎
外
と
い
う

状
況
で
す
（
左
上
図
）。

会
議
室
を
減
ら
し
た
り
、
計
画

的
な
職
員
削
減
に
努
め
た
り
し
て

も
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
は
解
消

で
き
な
い
見
通
し
で
す
。
ま
た
、

市
役
所
に
用
が
あ
っ
て
来
た
の
に
、

関
係
す
る
課
が
離
れ
た
場
所
に
あ

っ
た
り
、
分
室
の
位
置
が
分
か
り

に
く
か
っ
た
り
。
不
便
な
状
況
の

改
善
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
が
進
歩
し
た
今
日
で

も
、
縦
割
り
の
弊
害
を
防
ぐ
横
の

連
携
や
調
整
、
そ
し
て
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
人

と
人
と
の
相
対
で
の
打
ち
合
わ
せ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
在
、
本
庁
・
分
室
間

の
人
の
移
動
な
ど
で
、
無
視
で
き

な
い
時
間
的
ロ
ス
と
事
務
効
率
の

低
下
が
生
じ
て
い
ま
す
。

先
の
中
越
大
震
災
で
、
本
庁
舎

が
大
規
模
な
被
害
を
免
れ
た
こ
と

は
本
当
に
幸
い
で
し
た
。
し
か
し

現
在
の
本
庁
舎
は
、
新
耐
震
基
準

が
施
行
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
す
。
耐

震
診
断
の
結
果
、
災
害
対
策
本
部
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み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

市
役
所
移
転
の
検
討
経
過
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
政
だ
よ
り
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
総
合
計
画
基
本
構
想
の
地
区
別
懇
談
会
や
地
域

委
員
会
な
ど
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
疑
問
や
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
不
足
か
ら
、
本
庁

の
組
織
が
７
カ
所
に
分
散

過
度
の
分
散
で
事
務
効
率
の

低
下
が
懸
念

Ｑ.今の本庁舎ではどうしてスペースが足り
ないのですか？

Ａ.10市町村の合併で、本庁舎で行う仕事と
職員の数が増えたこと、また、分権で県
から市に仕事が移されてきたことなどが
原因です。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
本
部
が

機
能
し
な
い
恐
れ
も

Ｑ.本庁舎は中越大震災でも無事でした。
耐震性は十分なのでは？

Ａ.幸い大規模な損壊は免れましたが、
本庁舎の耐震性は、災害対策本部に
必要な基準のわずか６割です。

こ
こ
が
分
か
ら
ん
、
市
役
所
移
転
論
議

が
設
置
さ
れ
る
防
災
拠
点
に
求
め

ら
れ
る
耐
震
性
の
、
わ
ず
か
に
六

割
程
度
の
耐
力
し
か
な
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。

全
市
域
の
災
害
復
旧
活
動
を
統

括
す
る
本
部
に
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
建
物
本
体
は
も
ち
ろ
ん
、

照
明
設
備
や
情
報
・
通
信
機
器
な

ど
、
必
要
な
設
備
が
万
全
に
機
能

す
る
だ
け
の
耐
震
性
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
現
在
の
本
庁
舎
は
、
外
見

の
堅
牢
さ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
災

害
対
策
本
部
が
置
か
れ
る
防
災
拠

点
と
し
て
は
極
め
て
不
適
格
な
建

物
な
の
で
す
。

現
在
の
本
庁
舎
は
昭
和
五
十
二

年
の
建
築
で
す
。
必
要
な
耐
震
性

を
確
保
す
る
た
め
大
規
模
な
補
強

を
施
す
に
は
、
約
二
十
億
円
も
の

費
用
を
要
し
ま
す
。

し
か
し
、
巨
額
の
費
用
を
か
け

て
補
強
し
た
と
し
て
も
、
築
五
十

年
を
目
安
と
す
れ
ば
、
二
十
年
以

内
に
は
建
て
替
え
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
費
用
を
か
け
た

割
に
は
、
そ
の
効
果
は
長
く
は
続

か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
役
所
の
移
転
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

水
害
と
地
震
と
い
う
未
曽
有
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
長
岡
市
。
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
一
方
で
、
今

後
の
防
災
に
活
か
せ
る
貴
重
な
教

訓
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、
九
市
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
、

多
様
な
地
域
特
性
を
持
つ
新
市
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
長
岡
市
地

域
防
災
計
画
」
を
見
直
し
ま
す
。

市
民
力
・
地
域
力
を
最
大
限
に
活

か
し
た
「
血
の
通
っ
た
防
災
計
画
」

と
す
る
た
め
、
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

見
直
し
案
の
詳
細
は
、
十
一
月

十
日

か
ら
、
市
役
所
一
階
市
民

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
地
域
振
興
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
意
見
は
十
一
月
二
十
四
日


ま
で
に
、
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

（
住
所
記
入
不
要
）
長
岡
市
危
機

管
理
防
災
課
、

39
・
２
２
８
３
、

Ｅ
メ
ー
ルbousai@

city.nagao

ka.lg.jp

へ
（
住
所
、
氏
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
）

問
危
機
管
理
防
災
課


39
・
２
２
６
２
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耐
震
補
強
し
た
と
し
て
も
、

い
ず
れ
建
て
替
え
が
必
要
に

長岡市中心市街地構造改革会議を再設置

まちづくりの観点から新長岡市の中心市街

地における事業展開を議論するため、長岡市

中心市街地構造改革会議を再設置しました。

会議は傍聴できます。直接会場へどうぞ。

日時＝11月９日午後７時～８時30分

会場＝ながおか市民センター202・203会議室

問まちなか活性課39・2807

▲耐震性に不安を抱える本庁舎

日
本
一
災
害
に
強
い
都ま

市ち

を
目
指
し
て

地
域
防
災
計
画
に
ご
意
見
を

小国中学校が本校舎で授業再開
震災の復旧工事が終わった小国中学

校で10月２日、本校舎での授業を再開

しました。３年生は約２年ぶり、１・

２年生にとっては初めての本校舎とな

ります。

全校朝会で生徒

会長の米岡修一郎

さんは、「多くの人

のおかげで元の校

舎に戻ることがで

きました。不便や

困難の中で学んだ助け合いの気持ちを、

これからの学校生活に生かしていきた

いです」と今後の決意を述べました。

第５回安全・安心まちづくり

ワークショップin中越を開催
中越地域の人たちと全国のＮＰＯ団

体などまちづくりに携わる人たちを集

め、10月７日・８日、「第５回安全・安

心まちづくりワークショップin中越」を

開催しました。

参加者は「地

域コミュニティ

やボランティア

の協働」など、

防犯や防災に関

する９つのテー

マの分科会に分かれ活発な討議を展開

しました。その後の全体会では討論結

果を発表。「安全・安心」をキーワード

に、より創造的な地域づくり、人づく

りについて学びあいました。

中山間地型復興住宅モデル棟の

見学会を開催
建設費を抑え、山での暮らしやすさ

を考えて設計された「中山間地型復興

住宅」。そのモデル棟が旧山古志小学校

跡地に完成し、10月14日、見学会を開

催しました。

県産の杉材を使った住宅は、落雪式

の屋根や冬でも光が差し込む明るい室

内、中山間地の景観に配慮した落ち着

いた外観などが特徴です。この日は２

棟の住宅のうち、

低床タイプを公開。

11月上旬には高床

タイプの見学会を

開催する予定です。



長
岡
・
越
路
・
三
島
の
三
地
域

で
平
成
十
六
年
か
ら
実
施
し
た
「
ご

み
改
革
」。
家
庭
ご
み
の
一
部
有
料

化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材

と
枝
葉
・
草
の
分
別
収
集
、
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
な
ど
で
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
ご
み
改
革
」
の
効
果
を
全
市

に
広
め
る
た
め
、
市
民
の
代
表
や

有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
長
岡
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
、

新
し
い
長
岡
市
一
般
廃
棄
物
（
ご

み
）
処
理
基
本
計
画
案
を
策
定
し

ま
し
た
。

基
本
方
針
は
「
３※

１

Ｒ
の
実
践
」。

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な
い

生
活
を
心
が
け
、市
民
・
事
業
者
・

市
の
三
者
が
協
力
し
て
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

全
市
域
で
家
庭
ご
み
の
一
部

を
有
料
化

計
画
案
で
は
、
平
成
二
十
年
四

月
か
ら
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方

と
出
し
方
を
「
ご
み
改
革
」
実
施

地
域
の
方
法
に
統
一
す
る
方
針
で

す
。古

紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
材
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
全
市

に
広
め
、
全
地
域
で
燃
や
す
ご
み

と
燃
や
さ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み

が
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ご
み
と
資
源
物
の
排
出
量
を

六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
ま
す

市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
と
資

源
物
の
排
出
量
を
十
年
間
で
六
パ

ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。
バ※

２

イ
オ
マ
ス
技
術
の
活
用

を
進
め
、
生
ご
み
を
資
源
と
し
て

再
利
用
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

も
図
り
ま
す
。

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

放
置
自
動
車
は
、
地
域
の
美
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
施
設
管

理
の
障
害
と
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
の

自
動
車
で
あ
っ
て
も
、
所
有
権
や

個
人
情
報
保
護
の
問
題
が
あ
る
た

め
容
易
に
撤
去
や
処
分
が
で
き
ず
、

放
置
状
態
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
は
、
県
内
で
初
め
て

放
置
自
動
車
に
対
す
る
条
例
を
制

定
。
来
年
四
月
か
ら
対
策
に
乗
り

出
し
ま
す
。

市
有
施
設
の
放
置
自
動
車
を

撤
去
し
ま
す

現
在
、
市
有
施
設
の
駐
車
場
な

ど
に
は
五
十
台
の
自
動
車
が
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
の
所

有
者
や
使
用
者
に
対
し
て
撤
去
勧

告
や
命
令
を
し
、
一
定
期
間
が
過

ぎ
て
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
れ

ば
自
動
車
を
撤
去
。
所
有
者
な
ど

に
二
十
万
円
の
罰
金
を
科
し
ま
す
。

私
有
地
の
放
置
自
動
車
で

お
困
り
の
人
を
支
援
し
ま
す

さ
ら
に
市
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設
。

相
談
の
あ
っ
た
自
動
車
を
調
査
し
、

放
置
し
た
人
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
情
報
を
土
地
の
所
有

者
に
提
供
し
て
、
自
動
車
を
処
理

す
る
た
め
の
助
言
を
し
、
必
要
に

応
じ
て
弁
護
士
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
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平
成
20
年
４
月
か
ら
市
内
全
域
で
収
集
方
法
を
統
一

ご
み
処
理
基
本
計
画
案
に
ご
意
見
を

ごみ問題の

３Ｒ※１

計画案の概要

■計画期間 平成18～27年度
■重点施策
・平成20年４月から全市域の「ごみ
の分け方と出し方」を統一

・古紙類、プラスチック容器包装材
などの資源化の徹底

・バイオマス技術活用による生ごみ
の資源化の推進 など

■達成目標
ごみと資源物の排出量…６％減量
（うち、ごみの排出量…31％減量）
リサイクル率…22％→40％

ご意見をお寄せください
みなさんからのご意見をもとに、

今年中に計画を策定します。
計画の詳細は、市役所１階市民情

報ラウンジ、市民センター、各支所
市民生活課（栃尾支所は環境衛生課）、
市ホームページ（http://www.city.
nagaoka.niigata.jp）で閲覧できます。
ご意見は11月21日までに〒940－

0015寿３の６の１長岡市環境業務課
24・6553、Ｅメールkankyogy＠
city.nagaoka.lg.jpへ（住所、氏名、
電話番号を明記）。

放置自動車の処理
条例ができました

県内初！来年４月から始動

問環境業務課24・2837または
各支所市民生活課（栃尾支所は環境衛生課）

▲希望が丘プールの駐車場に放置された自動
車。条例で撤去が可能になります

※２バイオマス…植物などから得られる有機物。木くずや農
作物、排泄物など

リデュース（Reduce）

物を大切に使い、
ごみを減らす

リユース（Reuse）
使える物は、
繰り返し使う

リサイクル（Recycle）

ごみを資源として、
再生して利用する

福
祉
有
償
運
送
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
う
ち
一
人
で
移
動

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
自
家
用
自
動
車
を

使
っ
て
有
料
で
送
迎
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

近
年
、
単
独
で
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
需
要
が

高
ま
っ
た
た
め
、
国
で
運
送
に
関

す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、

道
路
運
送
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

で
、
十
月
一
日
か
ら
正
式
に
登
録

制
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
市
は
、
長
岡
市
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
（
タ
ク

シ
ー
事
業
者
や
高
齢
者
・
障
害
者

の
団
体
の
代
表
な
ど
で
構
成
）
を

設
置
。
運
送
の
対
象
者
や
使
用
車

両
、
運
転
者
の
資
格
な
ど
の
基
準

を
検
討
し
ま
し
た
。

現
在
市
内
で
、
協
議
会
が
定
め

る
基
準
を
満
た
し
、
運
輸
局
に
登

録
し
た
三
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

5 市政だより 2006.11

福祉有償運送制度が
始まりました

道路運送法改正で

福祉有償運送についての
お問い合わせは福祉総務
課39・2217へどうぞ。

正式な登録をした
車両には、「有償運送車両」
の表示があります。登録を
行わずに有償の送迎サー
ビスをすることは違法行
為です。ご注意ください。

注意！

▲車いすや歩行器でも安心して外出できるサ
ービスです（ＮＰＯ法人長岡医療と福祉の里
ボランティア連合会の活動の様子）

停
車
場
通
り（
越
路
地
域
）

右
は
「
停
車
場

て
い
し
ゃ

ば

通
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
越
路
地
域
の
来
迎

寺
駅
前
通
り
で
す
。

「
停
車
場
」
は
駅
と
い
う
意

味
。
ま
だ
マ
イ
カ
ー
が
珍
し
か

っ
た
昭
和
三
十
九
年
当
時
、
長

岡
へ
の
通
勤
や
買
い
物
に
は
、

専
ら
汽
車
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。来

迎
寺
駅
に
は
、
長
岡
と
直

江
津
を
結
ぶ
北
越
鉄
道
（
現
在

の
信
越
本
線
）
や
貨
物
中

心
の
長
岡
鉄
道
、
来
迎
寺

と
小
千
谷
を
結
ぶ
魚
沼
鉄

道
（
後
の
魚
沼
線
）
が
乗

り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

停
車
場
通
り
に
は
、
東

京
な
ど
へ
向
か
う
乗
降
客

の
た
め
の
旅
館
や
料
理
屋

と
い
っ
た
店
が
並
び
ま
す
。

写
真
か
ら
は
、
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
通
り
の
面
影

と
、
道
行
く
人
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

は
ざ
が
け
風
景（
三
島
地
域
）

田
の
傍
ら
に
「
は
ざ
」
を
高

く
組
み
上
げ
、
一
面
に
稲
を
か

け
て
天
日
干
し
す
る
「
は
ざ
が

け
」。
機
械
乾
燥
が
主
流
に
な
る

前
は
、
農
村
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
た
光
景
で
す
。

黒
川
の
流
域
に
農
地
が
広
が

る
三
島
地
域
で
は
、
昭
和
四
十

年
代
後
半
か
ら
ほ
場
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
農
作

業
に
大
型
の
機
械
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

近
年
は
、
は
ざ
が
け
を
目
に

す
る
機
会
は
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
に
収

穫
の
喜
び
を
実
感
さ
せ
て
く
れ

る
秋
の
風
物
詩
で
す
。

⑥
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開開館館

５５周周年年
開開館館

５５周周年年 ななななががががおおおおかかかか市市市市民民民民セセセセンンンンタタタターーーー

市民が育てる
まちなかの交流と憩いの場

「ながおか市民センター」（以下、市民センター）が開館
５周年を迎えました。空きビルを活用したこの施設は、
市民のご意見・ご要望を取り入れながら機能やサービス
を充実。来館者数は５年間で168万人に達し、子どもから
お年寄りまで多くのみなさんに親しまれています。
利用者の声や、館内の各施設を紹介します。

曜
の
午
後
、

「
地
球
広

場
」
は
、

市
内
に
暮
ら
す
外
国
籍

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

日
本
語
を
教
え
る
「
に

ほ
ん
ご
広
場
」
が
開
か

れ
、
中
国
人
、
ブ
ラ
ジ

ル
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な
ど

二
十
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
教
科
書
や
イ
ラ
ス
ト

が
描
か
れ
た
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

て
い
ね
い
に
言
葉
を
教
え
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
。
外

国
籍
市
民
は
、
発
音
や
意
味
を
一

つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
覚
え
よ
う

と
一
生
懸
命
で
す
。
教
え
る
ほ
う

も
、
教
わ
る
ほ
う
も
心
が
一
つ
に

な
っ
て
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。

王小彬
おうしょうひん

さん【中国】

稲田沙也加さん（楡原）

毎回楽しみです
たくさんの人と出会

えるので参加するのが
楽しみです。ここに来
るようになって、新し
い世界が広がりました。

国際交流センター
「地球広場」（１階）

39・2714
在住外国籍市民への相談窓

口、情報提供を行うほか、各
種交流イベントなどを開催。
外国の書籍や資料、新聞も備
えています。

国国際際交交流流

市民センターでは、国際交流

・市民活動・子育てなど、多

くのみなさんがいきいきと活

動しています。

日友達が
できました
仕事で３月か

ら長岡に。友達
もできるし、言
葉も学べてとて
もうれしい。み
なさん親切で感
謝しています。
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ながおか市民センター 開 館 ５ 周 年

び
っ
こ
広

場
は
、
天

候
を
気
に

せ
ず
に
遊
べ
る
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
、
大
型
遊
具

や
絵
本
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
、
子
育
て
中
の
た
く
さ
ん

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

広
場
が
開
催
す
る
催
し
の
参
加

者
同
士
も
顔
見
知
り
に
な
り
、
若

い
お
母
さ
ん
と
孫
の
面
倒
を
見
る

お
ば
あ
さ
ん
が
子
育
て
談
義
に
花

を
咲
か
せ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
向
け
の
「
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ

り
会
」
は
盛
況
で
、
登
録
者
は
こ

の
ほ
ど
百
人
を
達
成
。
広
場
は
、

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
大
い

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

併
設
の
一
時
保
育
施
設
「
ま
ち

な
か
保
育
園
」
は
、
買
い
物
時
や

市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
参
加
す

る
時
、「
安
心
し
て
預
け
ら
れ
て
便

利
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

民
セ
ン
タ
ー
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が

無
料
で
利
用
で
き
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
が
、
地
下
一
階
か

ら
二
階
ま
で
計
六
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
個
人
や
団
体
が
制
作

し
た
作
品
な
ど
が
展
示
で
き
、
発

表
す
る
場
、
鑑
賞
す
る
場
と
し
て
、

み
な
さ
ん
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

二
階
に
は
、
市
民
活
動
を
支
援

す
る
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、
現
在
、
約
二
百
五
十
団
体

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
開

館
五
周
年
記
念
で
、
十
一
月
一
日


か
ら
八
日

ま
で
、
市
民
活
動

ま
つ
り
を
開
催
し
、
各
団
体
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
団
体
助
成
事

業
に
よ
り
、
団
体
が
実
施
す
る
公

益
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
公
開
審
査
を
経
た
十
二

団
体
が
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
活

動
に
弾
み
を
つ
け
て
い
ま
す
。

◆

◆

男
女
が
互
い
に
個
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
、
市

民
と
と
も
に
進
め
る
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」。

活
動
の
一
つ
で
あ
る
情
報
誌
「
あ

ぜ
り
あ
」
の
編
集
は
、
市
民
委
員

が
中
心
と
な
り
テ
ー
マ
や
取
材
対

象
者
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
は
、「
大
変
だ

け
ど
達
成
感
が
あ
り
ま
す
」「
人
と

の
出
会
い
が
財
産
に
な
り
ま
す
ね
」

と
、
い
き
い
き
と
話
し
て
い
ま
す
。

活動と
交流

高橋実さん（小国町歴
史ロマンを語る会）

小国の歴史を知っ
てもらいたい
助成制度を活用して

地域の歴史漫画『小国
氏伝説』を作りました。
これで子どもたちに地
域の歴史を伝えます。

市民活動センター（２階）
39・2736

市民活動支援の一環として、
会議室・交流サロン・パソコ
ン・印刷機を備えています。
センターに登録した公益的団
体が利用できます。

男女平等推進センター
「ウィルながおか」（２階）

39・2746
学び、活動と交流、情報収

集、相談の場です。子育てや
自分育てを考える図書資料を
貸し出します。メールマガジ
ンも配信中。

市市民民活活動動
▲市民ギャラリーにミニ

鏝
こて

絵
え

を展示する摂田屋ま
ちおこしの会のみなさん

▲情報誌「あぜりあ」のテーマについて話
し合う市民委員のみなさん

小山彩さん・大希くん
（小曽根町）

親同士が交流できて
うれしいですね

同年代の子どもと遊ばせ
たいと初めて「わいわいお
しゃべり会」に来ました。
親同士、子育ての話ですぐ
にうちとけ楽しかったです。

ちびっこ広場、まちなか保育
園（４階）

39・2775
子育ての情報提供、相談を受け付

けます。生後６カ月以上の乳幼児の
一時保育も実施（有料）。育児のお手
伝いをしてほしい人と協力できる人
をつなぐファミリー・サポート・セ
ンターの事務局もあります。

子子育育てて

市

ち



役
所
の
窓
口
や
気
軽

に
相
談
で
き
る
窓
口

が
ま
ち
な
か
に
欲
し

い
と
い
う
声
に
応
え
、
市
民
セ
ン

タ
ー
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

住
民
票
な
ど
を
発
行
す
る
「
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平

日
夜
間
と
土
日
・
祝
日
も
開
い
て

い
ま
す
。

消
費
生
活
の
苦
情
や
相
談
を

受
け
る
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

や
、
女
性
の
悩
み
相
談
な
ど
を

受
け
る
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」

な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
。

ち
の
駅
っ
て
何
か
ご

存
知
で
す
か
。

「
ま
ち
の
駅
」
は
、

①
誰
で
も
気
軽
に
使
え
る
ト
イ
レ

や
休
憩
場
所
が
あ
る

②
「
ま
ち
の
案
内
人
」
が
い
る

③
地
域
の
情
報
が
あ
る

と
い
う
機
能
を
も
ち
、
既
に
あ
る

お
店
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
て
、

誰
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
も
そ
ん
な
「
ま
ち

の
駅
」
の
一
つ
で
、
も
て
な
し
の

心
で
地
域
の
人
と
来
訪
者
に
出
会

い
と
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、

他
の
駅
と
連
携
し
た
り
し
て
、
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
は
市
内
外
を

問
わ
ず
、
毎
日
、
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
ま
す
。
長
岡
の
歴
史

や
偉
人
、
観
光
名
所
、
土
産

品
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
お
客
さ

ま
の
知
り
た
い
情
報
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
の
た
め
、
ま
ち
の

案
内
人
は
常
に
情
報
を
収
集

し
て
応
対
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
ま
た

長
岡
に
来
た
い
ね
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
「
ま
ち
の
駅
」

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、

今
日
も
心
を
込
め
て

お
客
さ
ま
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
出
会
い
と
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ま
ち
の
情
報
受
発
信
拠
点

ま
ち
の
駅
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ももててななしし

消費生活
センター（３階）

32・0022
消費生活に関する情

報提供や講座の開催、
悪質商法などの相談、
苦情処理を行っていま
す。書籍やビデオも貸
し出します。

まちなかの行政窓口

バスや電車などの利用者にも便利。立ち

寄りやすい場所にある行政サービス窓口

手手続続きき 市民サービスセンター（１階）
36・7822

住民票、印鑑登録証明などの発行、
各種届出を受け付けます。10月から
はパスポート発給事務を開始。
営業時間＝平日は午前８時30分～午
後７時、土日・祝日は午前９時～午
後５時（届出は平日のみで午後５時
まで。パスポート業務はすべて午前
９時～午後５時）

佐藤千枝さん
（中沢４）

買い物ついで
に寄れて便利
五・十の市に買

い物にきたついで
に、印鑑証明がも
らえるので助かり
ます。

▲「まちの案内人」は、長岡のホットな情報をお伝えします

▲椅子にかけ
てひと休みで
きます

▲最新のイベント情報や情
報誌は館内の入口付近に配
置

市

ま

平日夜間・土日・祝日も営業

高橋昌治さん（大島新町）

雰囲気がいい施設ですね
昼間、書き物をしたいとき

に立ち寄って、学習コーナー
を利用しています。雰囲気も
いいし、利用しやすくてうれ
しい施設ですね。
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ながおか市民センター 開 館 ５ 周 年

生まれたスペースや機
能はこれ！

市民センターは、利用者のニーズに合せて柔軟に運営

をしている施設です。開館以降、追加した設備や機能の

一部を紹介します。これからもみなさんの声をお寄せく

ださい。

▲自習に便利な学習コーナー

▲まちを探訪できる「まち
チャリ米百俵号」（無料）

▲こだわりのコレクションなど
の逸品を展示

▲リサイクル図書を活用した図
書コーナー

館内に軽快な
ＢＧＭを流して、
来館しやすい雰

囲気に♪

新
・
長
岡
市
に
は
、
各
地
域
に

個
性
豊
か
な
文
化
、
伝
統
、
特
産

品
が
あ
り
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー

開
館
５
周
年
を
機
に
、
商
店
、
特

産
品
の
製
造
販
売
店
、
大
学
、
ラ

ジ
オ
局
な
ど
が
、
ひ
と
・
も
の
・

情
報
の
交
流
の
場
と
な
る
「
ま
ち

の
駅
」
に
実
験
的
に
取
り
組
み
ま

す
（
合
計
27
カ
所
）。

「
ま
ち
の
駅
」
に
は
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
な

ど
を
置
き
、
誰
で
も
ト
イ
レ
や
休

憩
場
所
が
利
用
で
き
ま
す
。
買
い

物
や
散
策
時
の
休
憩
に
、
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
３
日

か
ら
、
市
民
セ
ン

タ
ー
前
で
、
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ま
ち
の
駅
」
を
紹
介
し
ま
す

（
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
市
民

セ
ン
タ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

「まちの駅」の
目印

市民センターの主な配置

■５階

・まちなか花火ミュージアム

・まちなか活性課

■４階

・ちびっこ広場、まちなか保

育園、ファミリー・サポー

ト・センター事務局

■３階

・ワークプラザ長岡

・消費生活センター

・市民相談コーナー

・学習コーナー、会議室
■２階

・市民活動センター

・男女平等推進センター「ウィルながおか」

・飲食・打ち合わせコーナー

・会議室

・図書コーナー、印刷コーナー

■１階

・市民サービスセンター

・国際交流センター「地球広場」

・障害者プラザ

・まちの情報コーナー（まちの駅）

・市民ギャラリー

・園芸相談コーナー、生涯学習出張相談室

・テレビ相談コーナー
・市民センター事務室

■地下１階

・イベント広場

 

休館日＝年末年始（12／29～１／３）

開館時間＝平日…午前８時30分～午後９時

土日・祝日…午前９時～午後６時30分

※各施設で業務時間と休業日が異なります。

 

問市民センター事務室39・2763

▲立体映像と迫力
ある音で長岡の大
花火を体感できる
まちなか花火ミュ
ージアム（無料）

・専用の駐車場はありません。お近くの有
料駐車場をご利用ください。

※市民センターの催しは、18ページをご覧ください。

利用者の

声から

「
ま
ち
の
駅
」
が

各
地
域
に
オ
ー
プ
ン

（

開

設

実

験

）

11/311/3
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「10月23日を決して忘れません。人
々が希望を持って暮らせるまちづく
りを進めます」と式辞を述べる森市
長。

10・23「あの日」を決して忘れない。

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

ふ
る
さ
と
復
興
を
誓
う

中越大震災から２年を迎えた10月23日、

「新潟県中越大震災２周年合同追悼式」（長

岡市など被災７市町と県が主催）が市立劇

場で行われました。遺族や県・市町関係者

など約1,000人が参列し、黙とうをささげま

した。

地震発生時刻の午後５時56分には、妙見

町の土砂崩落現場や山古志支所、仮設住宅

など市内各地で追悼と復興を誓う催しが開

かれました。

陽光台の仮設住宅前に
は、今も仮設住宅で生
活する 200 人以上の人
が集まり、山古志地域
に向かって黙とうをさ
さげました。

妙見町の土砂崩落現場の「追悼と復興への誓い」には、遺族や
県・市関係者など約40人が参列。地震の犠牲者の数と同じ67本
のろうそくがともされました。
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新校舎での授業再開を前に、山古
志小・中学校で、児童・生徒がね
むの木の記念植樹を行いました。

震
災
の
教
訓
を
生
か
そ
う
と

十
月
二
十
二
日
、
長
岡
、
小
国

寺
泊
、
栃
尾
の
各
地
域
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

長
岡
地
域
の
四
郎
丸
地
区
で

は
、
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
。
地
域
の
防
災

力
を
強
化
し
よ
う
と
住
民
自
ら

が
作
成
し
た
計
画
を
基
に
、
約

千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
学
校
、
地
域
、

行
政
が
連
携
し
て
避
難
所

の
開
設
、
運
営
す
る
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。
施
設
を
管
理
す

る
学
校
と
地
域
を
よ
く
知
る
住

民
、
行
政
の
三
者
が
協
働
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
状
況
に
合
わ

せ
た
き
め
細
か
な
対
応
の
で
き

る
避
難
所
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
今
回
の
結
果
を
検
証

し
て
、
来
年
三
月
ま
で
に
「
避

難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
ま
す
。

震
災
で
多
く
の
人
が
利
用
し

た
車
中
泊
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
や
避
難
所
ま
で
行
け

な
い
人
な
ど
に
と
っ
て
車
は
身

近
な
避
難
所
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
車
中
泊
で

問
題
と
な
っ
た
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
、

注
意
を
呼
び
か
け
る
訓
練
と
予

防
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

防
犯
協
会
四
郎
丸
支
部
防
災

部
長
・
今
井
健
司
さ
ん
は
、

「
災
害
時
の
対
応
は
、
地
域
に

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
自
分
の

地
域
に
は
何
が
必
要
か
を
自
分

た
ち
で
考
え
な
が
ら
訓
練
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ

か
ら
助
け
合
い
の
心
が
生
ま
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
り

ま
す
」
と
自
主
防
災
会
の
役
割

の
重
要
性
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

希望に向け思いを一つに。
元の暮らしが戻りつつある山古志地域。支所前で行われた追悼式で、約200

人が黙とうをささげ復興を誓いました。震災の記憶を伝えていこうと市民団

体などが行った「ＯＫＯＳＨＩキャンプin山古志」では、キャンドルを持った

約100人が復旧した国道291号を歩きながら震災当時の様子を語り合いました。

厚生会館前では「復興の灯
り」を開催。市民のみなさ
んが復興への願いと感謝の
気持ちを込めて１本１本ろ
うろくに灯をともしました。

震災の教訓を生かせ
各地域で防災訓練

避難所運営の１つとして住民
と学校関係者が、段ボールの
更衣室・授乳室の組み立てを
行いました。

市内９校の小・中学校の
児童・生徒が、会場の人
と一緒に「故郷」（ふるさ
と）を合唱しました。



「
中
之
島
産
業
ま
つ
り
・
市
制
一
〇
〇
周
年

記
念
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
ア
」
が
十
月
十
五
日
、
中

之
島
支
所
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
メ
ー
ン
は
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
十

俵
（
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
炊
き
上
げ
て
作
る

「
ジ
ャ
ン
ボ
お
に
ぎ
り
」。
水
害
と
悪
天
候
の
た

め
二
年
続
け
て
中
止
と
な
り
、
今
年
三
年
ぶ
り

に
復
活
し
ま
し
た
。
新
調
し
た
木
枠
に
炊
き
た

て
の
新
米
を
丁
寧
に
詰
め
、
高
さ
一
・
七
メ
ー

ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
お
に
ぎ

り
」
が
姿
を
現
す
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
制
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、

三
島
地
域
の
ジ
ャ
ン
ボ
丸
太
切
り
や
三
千
食
分

の
ジ
ャ
ン
ボ
大
鍋
、
約
二
十
畳
の
ジ
ャ
ン
ボ
大

凧
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
に
開

催
。
青
空
の
下
、
約
四
万
五
千
人
が
「
ジ
ャ
ン

ボ
な
一
日
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
打
ち
刃
物
の
町
」
与
板

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
十
月

八
日
、「
削
ろ
う
会
in
与
板
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
与

板
で
造
ら
れ
た
か
ん
な
で
杉

を
ひ
く
「
鉋

か
ん
な

の
薄
削
り
コ
ン

テ
ス
ト
」。
微
妙
な
力
加
減
が

難
し
い
か
ん
な
を
ひ
き
で
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
削
っ
た
か
ん
な
く
ず
の
薄
さ
は
、
な
ん
と
十

一
ミ
ク
ロ
ン
（
一
ミ
リ
の
約
百
分
の
一
）
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
打
刃
物
古
式
鍛
錬
儀
式
や
打
刃
物
展

示
即
売
、
か
ん
な
屑
で
作
る
削
り
花
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
は
、「
匠
」
の
技
に
見
て
触
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

与 板

削
ろ
う
会
in
与
板

薄
さ
の
限
界
に
挑
戦
！

▲熟練の技でひかれる杉の削り
くずはまるで紙のよう

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
十
月
八
日
に
「
越
後
Ｒ
２
９

０
街
道
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
道
２
９
０
号
沿
線

の
六
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
会
場
に
は
各
地
域
の

特
産
品
が
ズ
ラ
リ
。
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
栃
尾
ワ
イ
ン

や
五
泉
市
の
焼
栗
、
旬
の
野
菜
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
が

や
ま
な
み
ラ
イ

ン

の
秋
の
味
覚
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
各
地
の

伝
統
芸
能
も
披
露
さ
れ
、

魚
沼
市
の
芸
能
保
存
会
に

よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏

に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

栃 尾

や
ま
な
み
ラ
イ
ン

の
魅
力
た
っ
ぷ
り

ル
ー
ト
２
９
０
で
秋
を
満
喫▲各地域の自慢の味を求めて賑

わう物産販売コーナー

中
之
島

３年ぶりに復活した

中之島名物「ジャンボおにぎり」

米
百
俵
の
精
神
を
今
に

伝
え
る
「
米
百
俵
ま
つ
り
」

が
十
月
七
日
、
大
手
通
り

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
、
市
民
な
ど

約
五
百
人
が
参
加
す
る
越

後
長
岡
時
代
行
列
は
、
厚

生
会
館
に
場
所
を
移
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
客
は
、
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
迫
力
あ
る
行
列
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

大
手
通
り
で
は
、
愛
知
県
豊
川
市
の
奇
祭
「
う
な
ご
う
じ
祭
」

や
、
市
内
各
地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
自
慢
の
お
に
ぎ
り
の
試

食
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

長 岡

迫
力
あ
る
時
代
行
列
で

「
米
百
俵
の
精
神
」
を
伝
え
る

▲当時の衣装を忠実に再現
し、堂々の行進

十
月
十
四
日
、
小
さ
な
心
の
旅
「
小
国
の
秋
を
感
じ
る
旅
」

を
お
ぐ
に
森
林
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

二
十
四
人
の
参
加
者
は
、「
名
人
」
か
ら
、
食
べ
ら
れ
る
き
の

こ
の
見
分
け
方
な
ど
を
伝
授
さ
れ
、
き
の
こ
採
り
に
挑
戦
。
親

子
四
人
で
参
加
し
た
小
学
生
は
「
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
や
ム
ラ
サ
キ
シ

メ
ジ
な
ど
食
べ
ら
れ
る
き
の
こ
が
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
よ
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
き
の
こ

た
っ
ぷ
り
の
お
汁
と
「
ぬ

か
釜
」
で
炊
い
た
新
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
秋
の

味
覚
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

小 国

小
国
の
秋
を
感
じ
る
旅

た
っ
ぷ
り
の
き
の
こ
に
舌
鼓

▲採ったきのこの鑑定会。
みなさん真剣に耳を傾けて
いました

▲「ジャンボ」は普通のおにぎり約8,000個分。握り直されたお
にぎりは、来場者に無料で配られました
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飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
の
模
擬
体
験
会
が
十
月
六
日
、

道
の
駅
良
寛
の
里
わ
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
人
の
参
加
者
は
、
運
転
適
性
検
査
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
画
面
を
見
な
が
ら
、
飲
酒
前
と
飲
酒
後
に
模
擬
運
転
に
挑
戦
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
運
転
に
ど
う
影
響
す
る
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
無
事
故
無
違
反
の

早
川
愛
子
さ
ん
は
、「
そ
う
は
酔

っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も
、
注

意
力
や
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
と
き

の
反
応
が
鈍
り
ま
し
た
。
飲
酒

運
転
の
怖
さ
で
す
ね
。
周
囲
の

人
に
も
『
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
』

と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

和 島

少
量
で
も
ア
ル
コ
ー
ル
は
危
険

飲
酒
運
転
の
怖
さ
を
模
擬
体
験

▲参加者は、とっさの判断や動
作の変化を実感

「
満
月
の
劇
場
・
中
越
大
震
災
復
興
支
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
・
一
〇
〇
〇
人
の
チ
ェ

ロ
」
が
十
月
七
日
、
山
古
志
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
阪
神
大
震
災

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
平
成
十
年
に
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
中
越
大
震
災
で
被
災

し
た
人
た
ち
を
励
ま
そ
う
と
山
古
志
地
域
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
九
十
九
人
の
チ

ェ
リ
ス
ト
が
参
加
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

唱
歌
や
「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」「
鉄
腕
ア
ト
ム
の
主

題
歌
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
曲
目
を
演

奏
。
優
雅
さ
と
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
約
二
百
人
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

観
客
か
ら
は
、「
来
て
よ
か
っ
た
。
す
っ
ご
く

感
動
」「
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

澄
み
わ
た
る
青
空
が
広
が
る
九
月
二
十
四
日
、
脇
野
町
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
三
島
地
域
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
島
地
域
内
の
十
一
地
区
対
抗
で
行
わ
れ
る
体
育
祭
は
、
四

十
年
以
上
続
く
地
域
の
伝
統
行
事
。
今
年
も
、
綱
引
き
や
大
玉

送
り
な
ど
の
競
技
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世

代
の
人
が
参
加
し
て
、
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

体
育
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
男
女
総
合
リ
レ
ー
。
息

詰
ま
る
レ
ー
ス
展
開
の
中
、

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
必
死
に

走
る
選
手
た
ち
に
、
各
チ
ー

ム
の
応
援
団
か
ら
ひ
と
際
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

三 島

地
域
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

伝
統
の
三
島
地
域
体
育
祭

山
古
志

チャリティーコンサートで復興を支援

山古志で「1000人チェロ」

浦
南
部
地
区
の
小
学
生
二
十
一
人
が
十
月
六
日
、
地
域
の
人

と
一
緒
に
「
と
ば
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
と
ば
」
と
は

稲
わ
ら
を
編
ん
で
作
る
も
の
で
、
昔
は
、
野
菜
を
保
存
す
る
際

の
覆
い
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
「
と
ば
」
づ
く
り
体
験
は
、
伝
統
の
継
承
と
世
代
間

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
町
内

会
が
呼
び
掛
け
た
も
の
。
最

初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
段
々
と
コ
ツ
を
覚

え
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

で
き
上
が
っ
た
「
と
ば
」

は
来
年
一
月
の
さ
い
の
神
の

仕
上
げ
に
使
わ
れ
ま
す
。

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ

の
広
が
る
十
月
十
五
日
、

今
年
で
二
十
八
回
目
と
な

る
「
寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ

ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
北
は
岩

手
県
か
ら
、
南
は
沖
縄
県

ま
で
千
百
四
十
五
人
の
選

手
が
参
加
。
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
、
十
キ
ロ
、
五
キ
ロ
の
三
つ
の
部
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
大
き
な
声
援
を
送
ら
れ
た
選
手
た
ち
は
、
潮
風
を

受
け
な
が
ら
海
沿
い
の
コ
ー
ス
を
力
走
。
ゴ
ー
ル
の
後
は
、
海

の
幸
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
寺
泊
名
物
「
番
屋
汁
」
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
「
海
の
寺
泊
」
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

越 路
「
と
ば
」
づ
く
り
を
通
し
て

地
域
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流

寺 泊

潮
風
を
受
け

寺
泊
の
シ
ー
サ
イ
ド
を
力
走

▲99本のチェロが奏でるやさしい音色が観客を魅了

▲昔は子どもの仕事だったとい
う「とば」づくり。力加減がコツ

▲大玉送りは、各地区選手のチ
ームワークがカギ
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▲日本海に浮ぶ佐渡を望みなが
ら秋のシーサイドを疾走



●
ふ
れ
愛
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
３
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
午

後
０
時
45
分
集
合
）

会
場
＝
北

部
体
育
館

内
容
＝
ふ
れ
愛
ダ
ン

ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

対
象
＝
心
身
障
害
児
・
者
と
運
営

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

持
ち
物
＝
内
履
き

申

11
月
20
日

ま
で

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す

る
と
、

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
公
認
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
の
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

◎
12
月
３
日

～
９
日

は
障
害

者
週
間
で
す
。

14市政だより 2006.11

福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８


32
・
０
１
６
０

震災関連のお知らせ

★新潟県中越大震災復興基金事業のメニューが拡充されました（太字が追加項目）

公営住宅入居支援【対象者の拡充】
問建築住宅課39・2229

震災時に住んでいた住宅または民間賃貸住宅が被
害を受け、自宅の再建を断念し公営住宅に入居した
高齢者世帯または障害者世帯で、次のいずれかに該
当する世帯に対し家賃の一部を補助します。
●住宅などの被害が一部損壊で、自宅などを取り壊
すなどした世帯で、市長が認める世帯

●住宅などの被害が半壊以上

★国の支援金制度のうち家賃助成の申請期限は、11月22日です
国の被災者生活再建支援制度で、震災以降に新たに賃貸契約したもの（公営住宅を除く）で平成18年11月分までの家賃が

対象です。お早めに手続きしてください。

問復興推進室（支援金専用）39・2515、各支所地域振興課

民間賃貸住宅入居支援【対象者の拡充】
問建築住宅課39・2265

震災時に住んでいた住宅または民間賃貸住宅が被
害を受け、民間賃貸住宅に入居した次の世帯に対し
家賃の一部を補助します。
●住宅などの被害が一部損壊で、自宅などを取り壊
すなどして自宅の再建を断念した世帯で、市長が
認める世帯

●住宅などの被害が半壊以上で、自宅の再建を断念
した世帯

●仮設住宅などから民間賃貸住宅に入居した高齢者
・障害者・低所得者世帯などで市長が認める世帯

親族等住宅同居支援【対象者の拡充】
問福祉総務課39・2217

震災時に住んでいた住宅または民間賃貸住宅が被
害を受け、自宅の再建を断念し親族などの住宅に同
居した高齢者または障害者で、次のいずれかに該当
する人に対し、同居に伴う経費の一部を補助します。
●住宅などの被害が一部損壊で、老朽化などにより
自宅などを取り壊すなど、半壊以上と同様に支援
が必要と市長が認める人

●住宅などの被害が半壊以上

宅地復旧工事補助【対象工事の拡充】
問都市開発課39・2226

住宅金融公庫などの融資を受けることが困難な人
や、長期避難生活をしている人が行う宅地復旧工事
に対し補助します。
●被害が甚大で、同じ宅地に復旧することが困難な
ため、移転地で住宅を再建する場合の宅地造成費
も補助対象とします（土地取得費を除く）

住宅債務（二重ローン）償還特別支援【対象者の拡充】
問建築住宅課39・2265

次のいずれかに該当する人で、被災した住宅にロ
ーンが残っていて、住宅再建により二重ローンを抱
えることになる場合、被災した住宅のローンの利息
に対し補助をします。
●住宅再建のため新たに600万円以上の借り入れをし
た人

●集団移転促進事業などにより災害危険区域に指定
された区域から移転し住宅を再建する人

※各メニューにはそれぞれ要件があります。問い合わ
せ先にご確認ください。詳しくは、復興基金のホー
ムページhttp://www.chuetsu-fukkoukikin.jpをご覧
ください。

問復興推進室39・2261

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
11
月
19
日

竹

細
工
②
26
日

わ
ら
細
工
（
し
め

縄
）
③
12
月
２
日

ク
リ
ス
マ
ス

用
リ
ー
ス
④
8
日

折
り
紙
ア
ー

ト
⑤
12
日

そ
ば
打
ち

時
間
＝

①
②
③
午
前
９
時
～
正
午
④
⑤
午

前
10
時
～
正
午

会
場
＝
み
ん
な

の
体
験
館
（
小
国
町
上
岩
田
）

定
員
＝
各
20
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
８
０
０
円
か
ら
（
養
楽
館
入

館
料
含
む
）

申
各
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
電
話
で
（
水
曜
日
休

館
）

●
も
み
じ
園
茶
席

紅
葉
し
た
も
み
じ
園
の
も
み
じ

を
見
な
が
ら
、
お
い
し
い
抹
茶
の

味
を
楽
し
む
優
雅
な
お
茶
会
で
す
。

日
時
＝
11
月
11
日

・
12
日

午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
予
定
）

会
場
＝
も
み
じ
園
内
巴
ヶ
丘
山
荘

（
朝
日
）

参
加
料
＝
一
服
３
０

０
円
（
お
菓
子
付
き
）

●
越
路
新
そ
ば
ま
つ
り

そ
ば
の
産
地
で
あ
る
越
路
の
新

そ
ば
の
会
食
、
販
売
を
は
じ
め
、

そ
ば
打
ち
名
人
に
よ
る
実
演
も
行

い
ま
す
。
新
そ
ば
の
味
を
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
12
日

午
前
10
時
～

午
後
２
時
（
予
定
）

会
場
＝
も

み
じ
園
第
一
臨
時
駐
車
場

●
こ
し
じ
巴
太
鼓

「
十
周
年
祝
い
打
ち
」

日
時
＝
11
月
12
日

午
後
１
時
30

分
か
ら

会
場
＝
越
路
体
育
館
（
来

迎
寺
）

出
演
＝
こ
し
じ
巴
太
鼓
、

巴
太
鼓
指
導
者
・
富
田
和
明
さ
ん
、

や
ま
こ
し
子
供
太
鼓
会
、
笑
遊
会

（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

●
雨
龍

あ
ま
り
ょ
う

の
殿
様
・
牧
野
忠
精

た
だ
き
よ

ゆ
か
り
の
資
料
を
初
公
開

江
戸
幕
府
老
中
職
時
代
の
長
岡

藩
九
代
藩
主
・
牧
野
忠
精
ゆ
か
り

の
資
料
を
初
公
開
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
は

開
館
）

入
館
料
＝
大
人
３
０
０

円
、
高
校
生
２
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
５
０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

●
合
併
記
念
展

新
長
岡
市
美
術
の
今

新
長
岡
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
現

代
作
家
の
作
品
を
、
市
の
収
蔵
品

の
中
か
ら
選
び
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
29
日

～
来
年
１
月

21
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
＝
月
曜
日

観
覧
料
＝
一

般
３
０
０
円
、
大
学
生
以
下
無
料


日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
２
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

講
師
＝


国
際
日
本
語
普
及
協
会
・
松
尾
恭

子
さ
ん


日
本
語
教
育

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
無
料
）

に
い
が
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と

新
潟
県
国
際
交
流
協
会
が

平
成
16
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

の
報
告
会
で
す
。

日
時
＝
12
月
２
日

午
後
１
時
30

分
～
５
時

テ
ー
マ
＝
地
域
連
携

に
お
け
る
協
働
の
あ
り
方

◇

◇



い
ず
れ
も

会
場
＝
市
立
劇

場
小
ホ
ー
ル

申
11
月
30
日

ま

で●
新
潟
県
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
～
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ

ー
の
関
係
っ
て
～

仕
事
と
家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
、
男
女
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
29
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

内
容
＝

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

講
師
＝
法
政
大
学
助
教

授
・
武
石
恵
美
子
さ
ん
ほ
か

申

県
男
女
平
等
社
会
推
進
課

０
２

５
・
２
８
０
・
５
１
４
２
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養
楽
館
（
小
国
地
域
）


95
・
３
１
６
１

越
路
支
所
産
業
課


92
・
５
９
０
３

越
路
支
所
地
域
振
興
課


92
・
３
１
１
１

郷
土
史
料
館


35
・
０
１
８
５

栃
尾
美
術
館


53
・
６
３
０
０


長
岡
市
国
際
交
流
協
会


39
・
２
７
１
４

企
画
課


39
・
２
７
４
６

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国籍市民向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午後６時15分から（再放送：翌日火曜日①
午前７時15分②午前９時15分③午前11時15分④午後０時15分、
翌週日曜日⑤午前11時45分⑥午後９時15分
※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組

▲紅葉の美しいもみじ園（昨年11月10日）

★★長長岡岡市市民民音音楽楽祭祭

ビビババ・・ブブララスス！！
シシンンググ・・シシンンググ・・シシンンググ

市内で吹奏楽に携わっている人たちと、第一
線で活躍しているプロの演奏家とのコラボレー
ションをお楽しみください。
日時＝11月18日午後６時から 会場＝リリッ
クホール・コンサートホール 出演＝北野圭

けい

威
い

秩
ち

さん・前田綾子さん・大浦綾子さん（東京佼
成ウィンドオーケストラ）、阿達彰義さん・太田
聖士さん・林雅彦さん（ラ・デヴィシオン・デ
ル・スール）、片野大輔さん（長岡在住チェリス
ト）、楽器の動物園ウヰンドバンド長岡、市内吹
奏楽団、大島中学校吹奏楽部、東中学校吹奏楽
部、長岡向陵高校吹奏楽部ほか 曲目＝ムーン
ライトセレナーデ、セントルイスブルースマー
チなどのポピュラー音楽 入場料＝無料（要入
場整理券）
※入場整理券は、市役所１階案内所、各支所、
国際文化課（大手通西分室）、リリックホール、
市立劇場、市民センター、各図書館、中央公民
館、厚生会館で配布しています。

問国際文化課39・2251

▲北欧フィヨルドの港（油彩画、
桐生照子さん）



●
花
と
緑
の
教
室

「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
育
て
方
」

日
時
＝
12
月
９
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第

一
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
小
林
正
夫

緑
花
推
進
指
導
員

定
員
＝
50
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０

円
（
材
料
費
）

持
ち
物
＝
筆
記

用
具

申
11
月
９
日

～
30
日



特
別
展
「
栃
尾
鉄
道
の
思
い
出

展
」
開
催
中
（
無
料
）

「
ト
ッ
テ
ツ
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
、
昭
和
50
年
の
廃
線
ま
で
市

民
の
思
い
出
を
つ
く
っ
た
栃
尾
鉄

道
ゆ
か
り
の
資
料
を
、
12
月
20
日


ま
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
＝
第
１
・
３
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）

※
11
月
25
日

午
後
１
時
30
分
か

ら
４
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
座

談
会
「
栃
尾
鉄
道
の
魅
力
」
を
開

催
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


画
像
で
見
る
山
古
志
地
域
の

地
震
地
盤
災
害
（
無
料
）

中
越
地
震
に
よ
っ
て
山
古
志
地

域
で
発
生
し
た
地
盤
災
害
と
地
質

を
、
主
に
避
難
指
示
の
続
い
て
い

る
地
域
の
画
像
で
説
明
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
12
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
～
一

般
中
越
地
震
に
よ
る
河
道
閉
塞

へ
い
そ
く

の

現
地
説
明
会

中
越
地
震
で
発
生
し
た
山
古
志

地
域
東
竹
沢
地
区
の
河
道
閉
塞
と

地
質
を
現
地
で
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
～

11
時
（
小
雨
決
行
）

観
察
地
＝

東
竹
沢
地
区

集
合
＝
申
し
込
み

時
に
お
知
ら
せ

対
象
＝
小
学
生

～
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
50
円

申
11
月
16
日


ま
で


野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
一
緒
に
、

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
26
日

午
前
８
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
～
一
般

参
加
料
＝
50
円

持

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼

鏡
な
ど

申
11
月
23
日

ま
で

◎
11
月
19
日

は
害
虫
駆
除
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
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各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ

び
市
立
劇
場
で
は
、
郵
送
に
よ
る

販
売
も
行
い
ま
す
。


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
事
業
／

長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
設
立
10
周
年
記
念

事
業

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン「
讃

歌
」
演
奏
会

日
時
＝
11
月
19
日

午
後
２
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、

Ａ
席
４
、０
０
０
円

音
楽
監
督
・

指
揮
＝
船
橋
洋
介

ソ
リ
ス
ト
＝

ソ
プ
ラ
ノ
・
釜
洞
祐
子
ほ
か

フ

ル
ー
ト
ソ
リ
ス
ト
＝
小
山
裕
幾

管
弦
楽
＝
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団

合
唱
＝
長
岡
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
合
唱
団
、
長
岡
少
年
少

女
合
唱
団

バ
ン
ダ
＝
長
岡
高
等

学
校
吹
奏
楽
部

曲
目
＝
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
／
交
響
曲
第
２
番
変

ロ
長
調
「
讃
歌
」
作
品
52
ほ
か


六
代
目
柳
家
小
さ
ん
襲
名
披
露

全
国
公
演

日
時
＝
11
月
23
日

午
後
３
時
か

ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝

全
席
指
定
３
、８
０
０
円

出
演
＝

柳
家
小
さ
ん
、
鈴
々
舎
馬
風

れ
い
れ
い
し
ゃ
ば
ふ
う

、
柳

家
花か

緑ろ
く

ほ
か


ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
11
月
26
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
中
之
島
文
化
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
１
０
０
人

料
金
＝

全
席
自
由
１
、０
０
０
円
（
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
と
中
之
島
文
化
セ
ン
タ

ー

66
・
１
３
１
０
で
販
売
）

出
演
＝
砂
田
和
道
（
オ
ー
ボ
エ
）

ほ
か


長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
10

周
年
記
念
事
業

リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
～
輝
く
笑
顔
と
み
ん
な
の
夢

一
緒
に
奏
で
る
幸
せ
の
歌
～

日
時
＝
12
月
３
日

午
後
１
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
無

料
（
要
入
場
整
理
券
。
11
月
10
日


か
ら
配
布
）


市
民
企
画
公
募
型
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

プ
ロ
の
講
師
と
一
緒
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
来
年
１
月
８
日

・
20
日


午
後
１
時
～
５
時
、
21
日

午

前
10
時
～
午
後
３
時
（
計
３
回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア

タ
ー
、
ス
タ
ジ
オ

講
師
＝
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
「
イ
ッ
ツ

フ
ォ
ー
リ
ー
ズ
」
所
属
俳
優

対

象
＝
小
学
３
年
生
～
中
学
生

定

員
＝
40
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝

２
、０
０
０
円

申
11
月
30
日

ま

で
に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
あ
る
申

込
書
で


大
黒
摩
季M

A
K
I
O
H
G
U
R
O

Live
B
om

b!!
Lev


Ⅴ


日
時
＝
来
年
２
月
４
日

午
後
６

時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
６
、５
０
０
円

チ

ケ
ッ
ト
発
売
＝
11
月
26
日

か
ら


演
劇
「
カ
ラ
フ
ト
伯
父
さ
ん
」

震
災
を
テ
ー
マ
に
、
笑
い
と
涙

で
贈
る
感
動
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

日
時
＝
来
年
２
月
17
日

午
後
６

時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー

料
金
＝
全
席
指

定
３
、０
０
０
円

作
・
演
出
＝
鄭

義
信

出
演
＝
岡
田
義
徳
、
ベ
ン

ガ
ル
、
冨
樫
真

チ
ケ
ッ
ト
発
売

＝
11
月
18
日

か
ら

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０


39
・
２
２
７
０

科
学
博
物
館


32
・
０
５
４
６

282,786人
（－70）

138,277人
（－30）

144,509人
（－40）

96,297世帯
（＋47）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.10.1（前月比）

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５

▲船橋洋介さん▲小山裕幾さん


線
路
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

（
池
田
孝
子
さ
ん
提
供
）
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市
主
催
・
共
催
事
業

●
良
寛
の
里
美
術
館
特
別
展

「
良
寛
さ
ん
を
慕
う
書
展
」

期
間
＝
11
月
30
日

ま
で

開
館

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
＝
良
寛
の
里
美
術
館
（
島
崎

３
９
３
８
）

内
容
＝
良
寛
の
里

美
術
館
の
所
蔵
作
品
を
展
示
。
５

日

と
19
日

に
呈
茶
席
（
お
茶

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
）
あ
り

入
館

料
＝
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
３
０
０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

問
和
島
支
所
産
業
課

74
・
３
１

１
１

●
小
さ
な
心
の
旅

①
和
島
地
域
・
満
月
の
劇
場
「
わ

し
ま
の
民
話

語
り
と
オ
カ
リ

ナ
＆
フ
ル
ー
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
＝
11
月
17
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

定
員
＝
１
０
０
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

会

場
・
申
道
の
駅
良
寛
の
里
わ
し
ま

「
も
て
な
し
家
」

41
・
８
１
１

０

②
中
之
島
地
域
～
大
地
の
恵
み
塾

「
レ
ン
コ
ン
料
理
」
や
「
大
凧

の
展
示
」
な
ど
中
之
島
の
味
と
風

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
レ
ン
コ
ン

な
ど
特
産
品
の
即
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
25
日

午
前
11
時
～

午
後
２
時

会
場
＝
中
之
島
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
30

人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
１
、５
０

０
円

申
11
月
17
日

ま
で
に
中

之
島
支
所
産
業
課

61
・
２
０
１

１
協
賛
事
業

●
明
治
大
学
校
友
会
寄
附
講
座

「
明
治
維
新
と
長
岡
藩
―
司
馬

遼
太
郎

峠
の
世
界
―
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
11
日

午
後
３
時
～

４
時
40
分

会
場
＝
市
立
劇
場
小

ホ
ー
ル

講
師
＝
明
治
大
学
文
学

部
教
授
・
渡
辺
隆
喜
さ
ん

問
同

事
務
局

31
・
１
７
０
０

●
伊
藤
敏
博
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
６
時
30

分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
＝
一
般

２
、７
０
０
円
、
小
中
高
１
、５
０

０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

問

同
実
行
委
員
会

29
・
１
６
７
３

●
河
井
継
之
助

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時
＝
11
月
23
日

午
前
８
時
ハ

イ
ブ
長
岡
（
米
百
俵
の
群
像
前
）

集
合

コ
ー
ス
＝
水
道
タ
ン
ク
→

西
軍
上
陸
地
→
西
福
寺
→
河
井
継

之
助
屋
敷
跡
→
栄
凉
寺
→
悠
久
山

→
大
手
通
り
→
大
手
大
橋
→
ハ
イ

ブ
長
岡
（
約
17
㎞
）

参
加
料
＝

５
０
０
円
（
当
日
に
）

持
ち
物

＝
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申
当
日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
同

実
行
委
員
会
・
高
阪
さ
ん

29
・

１
４
９
１
、

29
・
２
４
７
３
へ

●
楽
劇

長
岡
大
田
楽

各
地
の
伝
統
芸
能
や
音
楽
を
盛

り
込
み
、
現
代
に
生
き
る
演
劇
と

し
て
作
り
上
げ
た
創
作
作
品
で
す
。

日
時
＝
11
月
26
日

午
後
３
時
～

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア

タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｃ
Ｔ
・

Ｊ
Ｔ
事
務
局

０
３
・
５
３
６
３

・
１
３
０
６

市
民
企
画
実
施
事
業

●
元
気
に
な
ろ
う
よ
！
映
画
祭
～

小
林
茂
は
長
岡
の
宝
！
～

①
映
画
上
映
会

期
日
と
会
場
＝
11
月
11
日

中
央

図
書
館
、
12
日

市
民
セ
ン
タ
ー

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

上
映
作

品
＝
わ
た
し
の
季
節
（
第
２
び
わ

こ
学
園
を
舞
台
に
重
い
障
害
を
持

ち
な
が
ら
生
き
て
い
る
人
々
の
存

在
感
あ
ふ
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
）
ほ
か

参
加
料
＝
１
、０

０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

②
に
ゃ
に
ゅ
に
ょ
展
（
無
料
）

第
２
び
わ
こ
学
園
の
人
た
ち
が

作
っ
た
粘
土
展
で
す
。

日
時
＝
11
月
11
日

～
19
日

午

前
10
時
か
ら

会
場
＝
ギ
ャ
ラ
リ

ー
沙
蔵
（
本
町
１
）

※
同
会
場
２
階
で
、
小
林
茂
監
督

の
仕
事
を
写
真
な
ど
で
紹
介
す
る

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

③
小
林
茂
写
真
集

「
ぱ
ん
ぱ
か
ぱ
ん
」
朗
読
会

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
６
時
～

８
時

会
場
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
沙
蔵

ゲ
ス
ト
＝
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ガ

ッ
テ
ン
須
賀
川
・
遠
藤
正
一
さ
ん

参
加
料
＝
５
０
０
円

④
粘
土
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
粘
土
の

感
触
を
楽
し
み
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
第
２
び

わ
こ
学
園
職
員
・
浜
路
正
典
さ
ん

定
員
20
人
（
先
着
、
要
予
約
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

◇

◇

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
・
長
谷

川
さ
ん

29
・
６
１
４
０

●
脳
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

「
ち
ょ
っ
と
脳
ト
レ
」（
無
料
）

簡
単
な
計
算
問
題
や
指
先
を
使

う
も
の
作
り
教
室
な
ど
、
頭
と
体

を
使
っ
て
脳
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
26
日

午
前
11
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
全
国
珠
算

学
校
連
盟
・
小
黒
さ
ん

94
・
５

１
９
０

プロバスケットボールがやってくる！
ｂｊリーグ公式戦in長岡

06―07シーズン開幕！新潟アルビレックスＢＢのホー
ムゲーム開幕戦を観戦しよう！
対戦カードと日時＝仙台89ＥＲＳ戦…11月11日午後２
時から、12日午後１時から 会場＝厚生会館 定員＝
2,500人 入場料＝指定席Ｓ5,000円、指定席Ａ4,000円、
自由席（大人）3,000円、自由席（小・中・高校生）1,000
円、後援会会員限定席500円（自由席のみ当日500円増）
チケット販売＝チ
ケットぴあ、サー
クルＫ・サンクス、
ファミリーマート、
ローソン、セブン
イレブンなど

問㈱新潟スポーツ
プロモーション
025・225・0005

新新潟潟ススポポーーツツププロロモモーーシショョンン

▲新潟アルビレックスＢＢの選手たち



時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


長
岡
療
育
園
版
画
作
品
展

期
間
＝
11
月
８
日

～
13
日



日
本
報
道
写
真
連
盟
長
岡
支
部

写
真
展

期
間
＝
11
月
15
日

～
20
日



絵
手
紙
三
来
福

さ
ん
ら
い

ふ

作
品
展

期
間
＝
11
月
29
日

～
12
月
４
日


新
潟
県
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
会

期
間
＝
12
月
６
日

～
11
日


イ
ベ
ン
ト
広
場（
地
下
）ほ
か


ケ
ア
ハ
ウ
ス
し
な
の
絵
手
紙
展

期
間
＝
11
月
13
日

～
26
日


会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー


長
岡
デ
ッ
サ
ン
会
作
品
展

期
間
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
～

23
日

午

後
４
時

会
場
＝
地

下
イ
ベ
ン

ト
広
場


東
山
油
田（
史
跡
・
産
業
遺
産
）

保
存
会

東
山
油
田
写
真
展
―

商
工
業
都
市
長
岡
を
生
ん
だ
「
宝

の
山
」
の
１
２
０
年
―

期
間
＝
11
月
28
日

～
12
月
３
日


午
前
９
時
～
午
後
６
時

会
場

＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

◎
記
念
講
演
会

日
時
＝
12
月
２
日

午
後
２
時
～

４
時

会
場
＝
２
０
２
・
２
０
３

会
議
室

講
師
と
テ
ー
マ
＝
土
田

隆
夫
さ
ん
…
近
代
長
岡
の
発
達
と

東
山
油
田
、
長
谷
川
健
一
さ
ん
…

越
後
油
田
の
現
在

問
同
保
存
会

・
石
川
さ
ん

44
・
８
８
１
９


長
岡
川
柳
会
展

期
間
＝
12
月
２
日

～
15
日


会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


32
・
０
０
２
２


く
ら
し
の
講
座

「
日
本
酒
い
ろ
は
」

～
え
ら
び
方
と
楽
し
み
方
～

日
時
＝
11
月
22
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
２
０
２
会
議

室

講
師
＝
㈲
サ
ト
ウ
商
店
・
佐

藤
愛
子
さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

申
電
話
で


平
成
19
年
の
家
計
簿
販
売

価
格
＝
４
０
０
円
（
１
０
０
部
限

定
）

販
売
場
所
・
問
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支

部

32
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５

申
し
込
み
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
あ
ー
そ
ぼ
！

昔
の
懐
か
し
い
遊
び
を
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
11
月
14
日

午
前
11
時
～

正
午


ミ
ニ
図
書
館
が
や
っ
て
く
る
！

互
尊
文
庫
が
お
薦
め
絵
本
や
育

児
書
の
紹
介
・
貸
し
出
し
を
し
ま

す
。
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
15
日

午
前
11
時
～

正
午

持
ち
物
＝
図
書
貸
出
カ
ー

ド
（
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
当
日
作
成
で
き

ま
す
。
保
険
証
や

免
許
証
な
ど
住
所

が
確
認
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
）


子
育
て
ミ
ニ
講
座

「
お
し
っ
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

保
健
師
が
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

そ
の
後
、
相
談
も
受
け
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
30
分
程
度


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
11
月
20
日

・
29
日

、

12
月
７
日

午
前
11
時
か
ら
１
時

間
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
＝
わ

い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ
ス
ポ

ー
ト
（
初
め
て
の
人
は
当
日
お
渡

し
し
ま
す
）


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆

お
絵
か
き
タ
イ
ム

保
育
士
と
リ
ズ
ム
体
操
や
手
遊

び
、
お
絵
か
き
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日

、
12
月
６
日


午
前
11
時
か
ら
45
分
程
度


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
出
前
ス
ペ
シ

ャ
ル
「
動
物
村
の
広
場
」

動
物
に
扮ふ

ん

し
た
保
育
士
と
一
緒

に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

手
遊
び
や
体
操
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

日
時
＝
11
月
27
日

午
前
11
時
～

正
午

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

申
11
月

17
日

～
23
日



子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

期
日
と
内
容
＝
11
月
30
日

…
先

輩
マ
マ
が
お
母
さ
ん
の
悩
み
を
聞

き
ま
す
、
12
月
７
日

…
家
庭
児

童
相
談
員
が
子
ど
も
の
発
達
や
家

庭
内
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
乗
り

ま
す

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

※
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
随
時
保

育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

今月号は

「ながおか市民センター

開館５周年特集」

利用者の声や館内の各施設を

紹介します。ぜひご覧ください。

（６～９ページに掲載）
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
４
階
）


39
・
２
８
６
０


ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

子
育
て
マ
マ
の
音
楽
コ
ン
ビ
「
ふ

る
ぅ
ぴ
ぃ
」
に
よ
る
ド
リ
ー
ム
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
会
員
で
な
く
て

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日

午
前
11
時
～

正
午

会
場
＝
市
立
劇
場

定
員

＝
１
０
０
人
（
先
着
）

申
11
月

16
日

～
30
日



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば

会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
会
員
だ
け
で
な
く
、
関

心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
歓
迎

で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
４
日

午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度

会
場
＝
ち
び
っ

こ
広
場
わ
い
わ
い
ル
ー
ム

男女平等推進センターウィルながおか（２階）39・2746 39・2747

20thウィルながおかフォーラム
女性であるがゆえに生じる問題や、男性が感じる生きづらさなど、女

性や男性にかかわる問題を考えるきっかけとなる「場」の提供を目的と

し、市民による実行委員会が企画して開催するイベントです。

①～③の申し込みはウィルながおかへ。

①基調講演「男も変わる・女も変わる結婚観～未婚・

晩婚化のワケ～」（無料）

日時＝11月22日午後６時30分～８時30分 会場＝リ

リックホール・シアター 講師＝日本青年館結婚相談

所所長・板本洋子さん 定員＝450人（先着） その他

＝一時保育（要予約）、手話・要約筆記、終了後長岡駅

前まで有料バス（190円）の運行あり

②～④の会場は市民センター内です。

②分科会１「笑って考えよう！女の子、男の子の育て方？」（無料）

日時＝11月25日午前10時～正午 会場＝地下イベント広場 内容＝劇

団「小国あおずっこ」の寸劇、トーク（コーディネーター・樋熊憲子さ

ん） 定員＝50人（先着） その他＝一時保育あり（要予約）

③分科会２「このまちで生き生き、自分を活かす！～あなたの経験を

『地域の子育て』に活かしませんか～」（無料）

日時＝11月25日午後１時30分～３時30分 会場＝地下イベント広場

内容＝講演（長寿社会文化協会・中島瀬津子さん）、長岡市の事例紹介

定員＝50人（先着） その他＝一時保育あり（要予約）

④登録団体主催イベント ※申し込み・問い合わせは各団体へ

●【実演＆体験】かしこい消費者

の部屋～見て、聞いて、味わっ

て～（無料）

日時＝11月11日午前10時～午後

２時 会場＝204・205会議室（直

接会場へ） 問県消費者協会長岡

支部・斉藤さん・29・1621

●【話し合い】非核平和都市宣言

のまちに暮らして（無料）

日時＝11月18日午前10時～正午

会場＝201会議室 定員＝30人（先

着） 申新日本婦人の会長岡支部

事務局・34・7635

●【話し合い＆実習】描こう！あ

なたの思いを絵手紙に（無料）

日時＝11月18日午後１時30分～

４時 会場＝204会議室 定員＝

20人（先着） 申ウィメンズスタ

ディズ・ネットワーキング・鈴木

さん・33・8227

●【講座】わが家の食費を知って

食育を考える（無料）

日時＝11月27日午前10時～正午

会場＝202会議室 定員＝30人（先

着） その他＝一時保育あり（要予

約） 申長岡友の会事務局・

24・1815

▲板本洋子さん

雪国植物園の催し46・0030
開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人400円、小・中・高校生50円、幼児無料

■秋の探鳥会
日時＝11月12日午前８時～10時30分

国営越後丘陵公園
問越後公園管理センター

47・8001

開園時間＝午前９時30分～午後

４時30分

入園料＝大人400円、小人80円

駐車料＝普通車310円、二輪車

100円

休園日＝毎週月曜日、12月１日

～来年１月１日

（冬期園内整備のため）

①③④は直接会場へどうぞ。

①カイト・グライダー教室

自分だけの凧を作り、秋風に乗

せて飛ばしてみよう。

期日と会場＝11月4日・５日・

11日…ふれあいの小屋、12日

・18日…花と緑の館体験学習室

時間＝午前10時～午後３時（強雨

中止） 参加料＝500円

②野生ゾーンプレイベント

「カヤ刈り大作戦」

古民家の屋根に使うカヤを刈り

ます。みなさんの力を貸してくだ

さい。

日時＝11月11日午前10時～午後

３時 対象＝小学生以上 参加料

＝100円（保険料） 申11月８日

までに野生ゾーンプレイベント事

務局・47・8050へ

③里山サンデーガイド

「ドングリやマツボックリを

探そう」（無料）

秋の公園を公園ボランティアが

案内します。

日時＝11月12日午後０時30分～

３時 集合＝花と緑の館インフォ

メーション

④ディスクゴルフ体験教室

（無料）

ゴルフのルールでプレーするフ

リスビー「ディス

クゴルフ」の体験

です。

日時＝11月19日

午前10時～午後３

時30分（雨天中止）

会場＝銀河の丘周

辺




み
そ
づ
く
り
体
験

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
12
月
５
日


～
７
日

、
Ｂ
12
月
15
日

～
17

日

、
Ｃ
12
月
22
日

～
24
日


時
間
＝
各
コ
ー
ス
と
も
１
・
３
日

目
…
午
前
９
時
～
正
午
、
２
日
目

…
午
前
ま
た
は
午
後
の
１
時
間
程

度

定
員
＝
大
豆
使
用
量
１
２
０

㎏
ま
で
抽
選
に
よ
り
人
数
を
決
定

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
…
３
、０
０
０

円
、
10
㎏
…
６
、０
０
０
円


こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
座

期
日
＝
11
月
30
日

午
前
９
時
～

正
午

定
員
＝
24
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
２
０
０
円

◇

◇

申


と
も
11
月
15
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
希
望
の
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信

の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
８
２

１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ

●
大
根
・
体
菜

た
い

な

の
収
穫
体
験

大
き
く
育
っ
た
大
根
や
体
菜
を

収
穫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
25
日

午
前
９
時
か

ら

会
場
＝
ゆ
め
農
園
（
長
岡
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定

員
＝
30
人
（
先
着
）

料
金
＝
大

根
１
本
50
円
、
体
菜
１
束
５
０
０

円

申
11
月
10
日

か
ら

●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

①
フ
ェ
イ
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

講
座

簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
て

き
な
笑
顔
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
25
日

、
12
月
２
日


・
９
日

午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
計
３
回
）

会
場
＝
中
央
公

民
館
４
０
５
教
室

講
師
＝
山
本

加
代
子
さ
ん

定
員
＝
女
性
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
６
０
０
円

持
ち
物
＝
卓
上
鏡

申
11
月
13
日


か
ら

②
手
作
り
の
年
賀
状
を
作
ろ
う

～
干
支
の
「
亥い

」
の
は
り
絵
～

日
時
＝
11
月
29
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
公

民
館
４
０
１
教
室

講
師
＝
新に

部べ

鎮
子
さ
ん

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
０
０
円

持
ち
物
＝

ハ
サ
ミ
、
の
り
、
お
て
ふ
き

申

11
月
13
日

か
ら

③
お
正
月
の
い
け
ば
な

生
け
花
の
文
化
史
や
道
具
の
解

説
と
実
技
を
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
16
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０

１
教
室

講
師
＝
水
澤
惠
子
さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
、５
０
０
円
（
花
代
含
む
）

持
ち
物
＝
花
ば
さ
み
、
花
包
み

（
新
聞
紙
可
）、
筆
記
用
具

申
11

月
13
日

か
ら

利
用
対
象
者
は
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未
満
の
人

で
す
。
会
場
は
す
べ
て
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
す
。


お
菓
子
づ
く
り
教
室

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
手
作

り
の
ケ
ー
キ
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
と
内
容
＝
①
12
月
２
日

…

パ
リ
ブ
レ
ス
ト
②
12
月
９
日

…

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ー
キ

時
間
＝
午
後

１
時
～
３
時

講
師
＝
料
理
研
究

家
・
佐
々
木
祐ゆ

洋み

子こ

さ
ん

定
員

＝
各
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝

各
１
、７
０
０
円

持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申
11
月
13
日


～
24
日



ホ
ー
ム
文
化
祭

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
お
菓

子
の
バ
ザ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
楽
し
さ
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

内
容
＝
花

道
教
室
、
ペ
ン
・
毛
筆
教
室
の
作

品
展
示
、
茶
道
教
室
の
お
茶
席
、

料
理
教
室
の
軽
食
コ
ー
ナ
ー

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ホ
ー
ム
文
化
祭
で
販
売
す
る
品

物
（
不
用
贈
答
品
、
日
用
品
で
未

使
用
の
も
の
）
を
ご
提
供
く
だ
さ

い
。
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
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ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

農
政
課


39
・
２
２
２
３

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

「中央公民館」開催イベント
問32・0437

●親も育つ子育てセミナー

親子ふれあいコース「幼児親子リズム遊び」（無料）
日時＝11月22日～12月13日の毎週水曜日午前10時～11時

30分（計４回） 会場＝中央公民館 テーマ＝みんなで

遊ぼう！楽しいリズム・美しいメロディ、聴いて歌って

跳ねてゆれて 対象＝２・３歳の幼児とその保護者 定

員＝20組（先着） 申11月９日から

●高齢者趣味の教室事業
60歳以上のみなさんの学習成果をぜひご覧ください。

①いきいき作品展（無料）

日時＝11月25日～27

日午前９時～午後５

時（27日は正午まで）

会場＝厚生会館大ホー

ル 内容＝和紙人形、

絵画、焼物、書道、ア

ートフラワー、ペン字、

編み物、盆栽、籐工芸、

絵手紙、俳句、紙ひも

細工

②芸能発表会（無料）

日時＝11月18日午後１時～４時 会場＝厚生会館大ホ

ール 内容＝民踊、詩吟、謡、フォークダンス、大正琴、

よさこい踊り

●人生を楽しむツボシリーズ
50～60代の人を対象に、楽しいセカンドライフの過ご

し方を考える講座です（無料）。

時間＝各回とも午後７時～８時30分 会場＝中央公民館

定員＝各30人（先着） 申各回とも11月10日から

期日 テーマ 内 容 講 師

11/29


健康向上のツボ
軽い運動を含め、
健康に関する話

保健師・
吉田佳子さん

12/5


ファッションセン
ス向上ののツボ

カラーの力でセン
スを磨きます

カラー＆イメージ
スタイリスト・津
久田紘子さん

20


ゆったり旅行計画
のツボ

楽しい旅行計画の
ツボを教えます

加藤正人さん

▲昨年のいきいき作品展

会
場
は
い
ず
れ
も
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
26
日

午
前
10
時
か

ら
約
１
時
間

内
容
＝
み
に
く
い

ア
ヒ
ル
の
子
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

―
親
友
―

●
ひ
も
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス

日
時
＝
12
月
３
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
生

～
高
校
生
ま
た
は
そ
の
親
子

定

員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

１
、５
０
０
円

申
11
月
11
日

～

26
日


●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

11
月
26
日

ま
で
秋
番
組
「
な

ぜ
な
ぜ
地
球
」
を
投
映
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
２
日

か
ら
は
、
冬
番
組

「
ゴ
ン
の
冬
物
語
―
白
い
手
袋
」

を
投
映
し
ま
す
。

※
11
月
27
日

～
12
月
１
日

は
、

番
組
入
れ
替
え
の
た
め
休
み
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
講
座

①
年
賀
状
作
成
講
座

日
時
＝
12
月
３
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

内
容
＝
ワ
ー
ド
で
年

賀
状
を
作
成

定
員
＝
15
人
（
先

着
）

受
講
料
＝
１
、
０
０
０
円

（
印
刷
代
別
途
）

持
ち
物
＝
は
が

き

申
11
月
26
日

ま
で

②
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門

日
時
＝
12
月
５
日
～
21
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

（
計
６
回
）

内
容
＝
表
計
算
の

基
礎
、
グ
ラ
フ
作
成

定
員
＝
20

人
（
先
着
。
申
し
込
み
が
５
人
以

下
の
場
合
中
止
）

受
講
料
＝
４
、

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
11
月
28
日

ま
で



は
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
①
11
月
14
日

午

後
２
時
～
４
時
…
審
判
（

年
フ

ラ
ン
ス
）
②
12
月
２
日

午
後
２

時
～
３
時
35
分
…
テ
ン
プ
ル
ち
ゃ

ん
の
小
公
女
（

年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

定
員

＝
１
９
０
人
（
先
着
）


子
ど
も
の
本
を
読
む
会（
無
料
）

日
時
＝
11
月
８
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
１

内
容
＝
ユ
リ
・
シ
ュ

ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
作
「
た
か
ら
も
の
」


読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
24
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
絲
山
秋
子
著

「
袋
小
路
の
男
」

会
場
・
問
互

尊
文
庫

35
・
７
９
８
１

●
み
に
み
に
上
映
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
19
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
い
の
ち
の
あ

さ
が
お


年
末
年
始
の
体
育
施
設
の
開
館

（
場
）日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

開
館
（
場
）
施
設
＝
市
民
体
育
館
、

南
部
体
育
館
、
北
部
体
育
館
、
み

し
ま
体
育
館
、
厚
生
会
館
、
新
産

体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
希
望
が

丘
テ
ニ
ス
場

開
館
（
場
）
日
時

＝
12
月
28
日

・
29
日

、
来
年

１
月
３
日

・
４
日

午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
市
民
体

育
館
は
１
月
２
日

も
開
館
。
陸

上
競
技
場
、
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、
全
天

候
型
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
コ
ー
ト
の

み
の
使
用
で
積
雪
が
あ
る
場
合
は

閉
場
）

申
体
育
館
の
専
用
使
用

は
11
月
15
日

か
ら
、
希
望
が
丘

テ
ニ
ス
場
は
使
用
日
の
１
カ
月
前

か
ら
直
接
施
設
へ
（
体
育
館
と
陸

上
競
技
場
の
個
人
使
用
は
使
用
日

に
各
施
設
で
）


地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

あ
な
た
も
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
11

月
16
日

の
み
午
後
７
時
～
９
時
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
会
議
室
ほ
か

対
象
＝
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

活
動
へ
の
貢
献
に
意
欲
の
あ
る
人

（
ス
ポ
ー
ツ
経
歴
は
問
わ
な
い
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
11
月

13
日

ま
で
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青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
・

お
り
な
す


51
・
１
３
３
１

中
央
図
書
館


32
・
０
６
５
８

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７

期日 内 容 講 師

11/16


地域スポーツの今、そし
てこれから（講義）

新潟大学助教授・篠田邦彦さん
23


コミュニティスポーツク
ラブを作ってみよう（事
例紹介、演習）

12/3


スポーツ・レクリエーシ
ョン指導実技

健康・体力づくり指導者会

10


こんなスポーツ活動あっ
たらいいな（事例発表、
意見交換）

津南町体育指導委員・若井早百合さ
ん、ツバメスポーツサポートクラブ
代表理事・本間稔さん

「文書資料室」開催イベント
問36・7832、37・3754
Ｅメールmonjo＠nct9.ne.jp

●報告会「古文書から探る小国のあ
ゆみ」（無料）
８月に行った小国地域歴史資料所在

確認調査の報告会です。
日時＝11月18日
午後１時30分～４
時 会場＝小国公
民館 内容＝調査
報告、資料紹介、
座談会 定員＝50
人（先着） 申11
月15日までに文
書資料室か小国公
民館95・3575へ

●資料保存研究セミナー（無料）
中越大震災と資料保存について、県

内の機関・団体の活動報告やパネルデ
ィスカッションを行います。
日時＝12月９日午後１時30分～５時
会場＝中央図書館講堂 テーマ＝歴史
資料の現地保存への取り組み―中越地
震被災経験をふまえて― 定員＝190人
（先着） 申12月１日まで

●展示会「中越大震災から歴史資料
を守れ！～ボランティアの活動を
中心に～」（無料）

日時＝12月８日・９日午前10時～
午後５時 会場＝中央図書館講座室１

▲所在確認調査で




い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
場
面
を
撮
影

し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
サ
イ
ズ
＝
２
Ｌ
判
以
上
４
ツ

切
Ｗ
サ
イ
ズ
ま
で
の
プ
リ
ン
ト
（
１

人
５
点
以
内
）

賞
＝
大
賞
１
点
、

奨
励
賞
５
点
、
佳
作
若
干
数
（
各

賞
に
賞
状
、
副
賞
、
記
念
品
）

応
募
方
法
＝
11
月
30
日

必
着
で
、

裏
に
応
募
票
を
つ
け
、

長
岡
市

体
育
協
会
へ
（
応
募
要
項
は
各
体

育
施
設
に
あ
り
ま
す
）

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

作
品
の
使
用
権
は

長
岡
市
体
育

協
会
に
帰
属
し
、
協
会
発
行
の
刊

行
物
に
掲
載
し
ま
す
。


市
民
体
育
祭

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
11
月
23
日

午
前
８
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

種
目
＝
９
人
制
一
般
男
・
女

参

加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

申

11
月
13
日

午
後
５
時
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て

長
岡
市
体
育
協

会
へ

抽
選
会
＝
11
月
15
日

午

後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館
会

議
室
で

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
12
月
７
日

～
９
日

午

後
６
時
か
ら
、
10
日

午
前
８
時

30
分
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

種
別
＝
一
般
男
・
女

参
加
料
＝

１
チ
ー
ム
３
、５
０
０
円

申
11
月

20
日

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て


長
岡
市
体
育
協
会
へ

③
体
操
競
技
大
会

日
時
＝
12
月
16
日

午
前
10
時
か

ら
開
会
式

会
場
＝
市
民
体
育
館

種
別
＝
小
・
中
・
高
校
各
１
部
・

２
部
、
一
般
の
部

種
目
＝
自
由

演
技
（
種
別
ご
と
の
詳
し
い
種
目

は
各
体
育
館
に
あ
る
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

参
加
資
格
＝
長
岡

市
お
よ
び
近
郊
に
居
住
す
る
人

参
加
料
＝
小
学
生
５
０
０
円
、
中

学
生
１
、０
０
０
円
、
高
校
生
・
一

般
２
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

申

11
月
24
日

正
午
必
着
で
〒
９
４

０
―
０
８
６
４
川
崎
５
の
４
８
５

の
１
東
北
中
学
校
内
市
民
体
育
祭

体
操
競
技
大
会
事
務
局
・
八
木
義

克
さ
ん
へ
郵
送
か
持
参
で


冬
季
テ
ニ
ス
教
室

①
小
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
12
月
７
日
～
来
年
３
月
22

日
の
毎
週
木
曜
日
と
第
３
土
曜
日

の
午
後
５
時
～
６
時
50
分
（
計
18

回
）

対
象
＝
小
学
２
～
５
年
生

定
員
＝
若
干
名
（
抽
選
）

問
長

岡
市
テ
ニ
ス
協
会
・
高
橋
さ
ん


35
・
８
０
８
８

②
中
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
12
月
７
日
～
来
年
３
月
29

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９

時
（
計
14
回
）

対
象
＝
小
学
６

年
生
の
経
験
者
と
中
学
生

定
員

＝
30
人
程
度
（
抽
選
）

問
長
岡

市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
原
さ
ん

０

９
０
・
４
５
３
６
・
０
０
９
０

◇

◇

①
②
い
ず
れ
も

会
場
＝
南
部
体

育
館

受
講
料
＝
１
０
、０
０
０
円

（
初
回
に
）

申
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
保
護
者
名
、
返
信
あ

て
名
を
記
入
し
て
、
11
月
20
日


ま
で
に
〒
９
４
０
―
１
１
０
６
宮

内
４
の
６
の
36
石
原
法
男
さ
ん
へ

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
の
軽
体

操
な
ど
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師

な
ど
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
３
時

定
員
＝
各
３
人
（
先
着
）

申
各

相
談
日
の
２
日
前
ま
で


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
や
改
善
す
る

食
事
な
ど
、
管
理
栄
養
士
や
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
４
人
（
先
着
）

申

12
月
18
日

ま
で


こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

「
こ
こ
ろ
の
行
き
場
は
こ
こ
に

あ
る
！
～
何
と
か
な
る
か
も
私

の
悩
み
～
」（
無
料
）

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
や
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
12
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
45
分

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂

内
容
と
講
師
＝
①
講

演
「
良
寛
様
と
ス
ト
レ
ス
」
…
新

潟
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
・
櫻
井

浩
治
さ
ん
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
相

談
機
関
紹
介
）
…
市
内
相
談
機
関

５
施
設
の
職
員

問
な
が
お
か
ヘ

ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
推
進
部
会
事
務

局
（
健
康
課
内
）


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。
夫

婦
で
の
参
加
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
９
日

午
後
１
時
45

分
～
３
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助

産
師
・
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員
＝

35
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申

11
月
９
日

か
ら

●
要
援
護
世
帯
に

除
雪
費
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
世
帯

な
ど
で
、
除
雪
を
す
る
労
力
が
な

く
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に

対
し
、
除
雪
費
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
同
居
・
別
居
に
か
か

わ
ら
ず
、
親
族
の
援
助
が
得
ら
れ

る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
12

月
25
日

ま
で
に
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
た
は
福
祉
総
務
課

39
・
２
２

１
７
、
各
支
所
保
健
福
祉
課

●
日
赤
社
費
募
集
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
18
年
度
の
長
岡
市
地
区
社

費
募
集
総
額
は
、
３
、１
９
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
み
な
さ

ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
費
は
、
国
内
外
へ
の
災
害
救

助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、
災
害

死
亡
者
弔
慰
金
、
救
急
法
の
講
習

会
な
ど
、
長
岡
市
地
区
で
の
活
動

を
は
じ
め
国
際
赤
十
字
事
業
を
行

う
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課
内
日
本
赤
十
字
社

新
潟
県
支
部
長
岡
市
地
区
事
務
局


39
・
２
２
１
７

22市政だより 2006.11


長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）

34
・
２
１
３
０
と

加
盟
団
体
の
催
し

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

12/13


30


11/15


期
日

健
康
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

（
機
能
訓
練
室
）

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま

（
第
一
・
第
二
和
室
）

会

場

12月４日～10日は「人権週間」

重点目標は、「育てよう 一人一人の 人権意識～思いやり

の心・かけがえのない命を大切に～」です。

お互いの人権を尊重し合うことについて考えましょう。

問生活課39・2206

23 市政だより 2006.11

長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

長
岡
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

①
必
要
な
情
報
へ
た
ど
り
つ
き
や
す
く
す
る
た
め
に
、

く
ら
し
、
観
光
、
産
業
、
市
政
の
４
分
野
に
分
類
し

②
障
害
者
や
高
齢
者
に
も
使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

◎
４
つ
の
分
類

「
く
ら
し
」
＝
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
に
役

立
つ
情
報

「
観
光
」
＝
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
、
文
化
の
情
報

「
産
業
」
＝
事
業
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
や
入
札
な
ど

の
情
報

「
市
政
」
＝
市
の
計
画
、
主
要
施
策
な
ど
に
関
す
る

情
報

旧
ペ
ー
ジ

か
ら
の
移
行

直
後
で
不
十

分
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、

今
後
も
日
々

更
新
し
、
使

い
や
す
さ
の

向
上
を
目
指

し
ま
す
。

◎
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す

募
集
数
＝
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
６
点
、
そ
の
他
ペ
ー
ジ
８
点

掲
載
期
間
＝
来
年
１
月
～
３
月

広
告
規
格
＝
▽
サ
イ
ズ
…
60
×
１
２
０
ピ
ク
セ
ル
▽
画

像
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
（
静
止
画
の

み
）
▽
容
量
…
４
KB
以
内

申
11
月
６
日

～
17
日

に
情
報
政
策
課

39
・
２
２

０
５
へ
（
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
ま
た
は
情
報
政
策
課
）

長岡市表彰晴れの受賞者
表彰式は11月３日（文化の日）、市役所で行います。

受賞者はさまざまな分野で長岡市の発展に尽くされた方々です（50音順、敬称略）。

〔長岡市表彰条例により表彰され
る方〕

▼みどりの愛護功労者国土交通大
臣表彰を受賞された功績
長岡市立山本中学校

▼第12回国際ジュニア製菓技術者
コンクールに出場し優秀な成績
を収められた功績
原田 香織

▼多年にわたり地域緑化推進活動
を続けられた功績
小川 浩司

▼多年にわたり献血を続けられた
功績
阿部 修二 大塚 俊男
小野 美子 金内 幸夫

河野 浩幸 佐藤 清
佐藤 寿輝 高橋 栄一
田﨑 豊 野中 和雄
山﨑 和彦

▼多年にわたり農業委員会委員と
して尽くされた功績
小野塚 清 久住次郎
佐藤 和夫 髙富壽雄
横山 益郎

▼多年にわたり町内会長として尽
くされた功績
池田 豊司 猪俣 隆一
大久保惣吉 高居 肇二

▼多年にわたり統計調査員として
尽くされた功績
樺澤三知子 小林 ば樹
中野 茂 中村キミ子
早川 弘子 宮 ヤス子

▼多年にわたり民生委員・児童委
員として尽くされた功績
青栁 和子 五十嵐トミ子

椛澤善一郎 菊地 トシ
桑原 康年 後藤けい子
佐藤 優子 中島 正孝
星野 ツヤ 渡辺 照子

▼多年にわたり保護司として尽く
された功績
北原 興雲 酒井 正雄

佐藤 義キ 田中 岬

▼多年にわたり保育園医として尽
くされた功績
髙橋 善彦

▼多年にわたり食生活改善推進委
員として尽くされた功績
大野ヒサノ 栗林 壽枝
清水 久子 清水三ギ枝

鈴木 ミツ 田中トミ子
夏目 光子 藤野ヒサノ
松井 ヒロ 水落 光江
月 ヨキ

▼多年にわたり消防団員として尽
くされた功績
河野 幸雄 久住 典雄

久住 ガ雄 木間 稔
小林 利夫 高野 進

中村 浩史 林 賢治
三 男

〔長岡市地域社会貢献者褒賞規則
により表彰される方〕

▼多年にわたり福祉施設でボラン
ティア活動を続けられた功績
五十嵐孝子 小根山ミツイ

小西 浅吉 中島 房

▼多年にわたり福祉施設で慰問活
動を続けられた功績
下桐桐友会 美鶴会

▼多年にわたり街路の美化活動を
続けられた功績
悠美会 武田 勝司

▼多年にわたり地域の防火活動を
続けられた功績
横野こども会

▼多年にわたり歩道除雪を続けら
れた功績
髙野 敏

〔多額の金品などの寄付により感
謝状を贈られる方〕
磯部電機工業株式会社

株式会社フェリシモ・フェリ
シモ基金
刈谷田川土地改良区
小林 義朗 増井 和弘

三輪 晃久

問庶務課39・2203

NEWNEW

▲トップページの画面。文字の拡
大・縮小機能を導入しました。
（http://www.city.nagaoka.niigata.
jp/）



●
秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日

～
15
日


「
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心

の

注
意
の
火
」

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

器
具
は
正
し
く
使
用
し
、
ス
ト

ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
な
ど
、
火
事
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

日
時
＝
11
月
27
日

・
28
日

午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
２
日

間
）

会
場
＝
市
立
劇
場

定
員

＝
１
５
０
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
３
、２
５
０
円
（
当
日
に
）

申

11
月
13
日

～
24
日

に
顔
写
真

（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
６
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
を
添

え
て
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
出

張
所
へ

問
消
防
本
部
予
防
課


35
・
２
１
９
０

●
上
級
救
命
講
習
会
（
無
料
）

心
肺
蘇
生

そ

せ
い

法
（
成
人
・
小
児
・

乳
幼
児
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
、
傷

病
者
の
管
理
な
ど
を
含
む
高
度
な

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
す
。

修
了
し
た
人
に
「
上
級
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時

●
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
整
備

消
防
本
部
で
は
、

日
本
防
火

協
会
が
宝
く
じ
の
広
報
事
業
費
を

受
け
て
実
施
す
る
防
火
防
災
訓
練

用
資
器
材
助
成
事
業
で
「
煙
体
験

ハ
ウ
ス
お
よ
び
発
煙
機
」
を
整
備

し
ま
し
た
。

「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
は
、
自
主

防
災
会
の
訓
練
の
際
に
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
濃
煙
の
テ
ン
ト
の
中

に
入
っ
て
も
ら
い
煙
の
怖
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど

が
煙
が
原
因
で
す
。
多
く
の
人
に

体
験
し
て

も
ら
い
火

災
予
防
の

広
報
に
活

用
し
て
い

き
ま
す
。

問
消
防
本

部
予
防
課


35
・
２

１
９
０

●
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業


自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
（
自
主
防
災
組

織
）
が
行
う
活
動
に
必
要
な
施
設

や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成
し

て
い
ま
す
。
宝
く
じ
の
普
及
広
報

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
事
業

を
活
用
し
て

村
松
町
自
主

防
災
会
は
、

簡
易
無
線
機
、

拡
声
ス
ピ
ー

カ
ー
、
非
常

用
バ
ッ
テ
リ

ー
な
ど
通
信

設
備
を
整
備

し
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
防
災
課

39
・
２
２

６
２

●
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

12
月
２
日

か
ら
、
稲
葉
町
の

一
部
と
福
島
町
の
一
部
（
稲
保
団

地
）
の
町
名
が
、
新
た
に
稲
保
１

丁
目
と
２
丁
目
に
な
り
ま
す
。

番
地
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
町

名
に
続
い
て
、
現
在
の
番
地
を
そ

の
ま
ま
使
用
し
ま
す
。

問
生
活
課

39
・
２
２
０
６

●
長
岡
地
域
の
平
成
19
年
度

花
苗
支
給
希
望
団
体
募
集

募
集
団
体
＝
長
岡
地
域
の
町
内
会
、

子
供
会
、
老
人
会
そ
の
ほ
か
地
域

の
緑
化
・
美
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体

植
栽
場
所
＝
街
路
花
壇
、

公
園
、
緑
地
な
ど
の
公
共
の
場
所

申
11
月
15
日

ま
で
に
、
公
園
緑

地
課

39
・
２
２
３
０
へ
申
込
書

を
提
出

●
長
岡
市
営
ス
キ
ー
場
第
２
ロ
ッ

ジ
食
堂
・
売
店
出
店
者
募
集

新
規
に
食
堂
な
ど
を
開
業
す
る

人
や
ス
キ
ー
場
の
食
堂
に
つ
い
て

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
人
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
12
月
15
日

ま
で
に
長
岡
市
営

ス
キ
ー
場

34
・
２
２
２
５

●
平
成
19
年
度

市
立
幼
稚
園
児
募
集

受
付
期
間
＝
11
月
20
日

～
30
日

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
地
域
の

人
が
優
先
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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25


11/19


期
日

栃 尾
消防署

与 板
消防署

会
場

20人 15人
定員

（先着）

11
月
15
日

午
前

９
時
か
ら
栃
尾
消

防
署
救
急
係

52

・
１
１
５
５
へ

11
月
11
日

午
前

９
時
か
ら
与
板
消

防
署
救
急
係

72

・
２
５
７
２
へ

申
し
込
み

▲整備した簡易無線機

与板幼稚園 和島幼稚園 園
名

与板町与板 小島谷 住
所

３～５歳児 ５歳児 対象

210人 70人 定員

園

72
・
４
０
７

８
、
教
育
委
員
会

与
板
分
室

72
・

３
１
０
０
へ

園

74
・
３
６
６

８
、
教
育
委
員
会

和
島
分
室

74
・

３
１
１
１
へ

申
し
込
み

し尿のくみ取りは降雪前に
例年12月は、し尿くみ取りの申し込みが集中

し、収集が遅れがちになります。降雪が重なる

と、作業も困難になります。

降雪前の早い時期のくみ取りにご協力くださ

い。特に大型便槽は11月中に済ませてください。

【申し込み先】

▽長岡地域…中越環境保全事業協同組合32・

9310▽中之島地域…㈲中之島清掃社66・3184

▽越路・小国地域…㈲あけぼの清掃社42・2560、

クリーンシステム㈱92・2517▽三島地域…㈲

あけぼの清掃社42・2560▽山古志地域…㈲山

古志清掃59・2304▽和島地域…㈲タカハシ環

境サービス74・2433▽寺泊地域…寺泊清掃社

75・2034▽栃尾地域…㈲協和衛生社52・3432、

㈲クリーン栃尾52・3280▽与板地域…ヨイタ

清掃72・2672

問環境業務課24・2837

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

意
欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
３
人

雇
用
期
間
＝

来
年
１
月
15
日

～
３
月
31
日


（
勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務
内
容
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

事
務

応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
操

作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
の
で

き
る
人

賃
金
＝
日
額
６
、３
９
０

円
（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

勤

務
条
件
＝
１
日
８
時
間
の
変
則
勤

務
（
遅
出
、
土
・
日
・
祝
日
勤
務

あ
り
）

休
日
＝
４
週
間
に
８
日

（
勤
務
表
で
指
定
）

試
験
日
＝

11
月
29
日


選
考
方
法
＝
適
性

検
査
、
実
技
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
）、

面
接
試
験

申
11
月
22
日

ま
で

に
、
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
〒
９
４
０
―
０
０
６
２

長
岡
市
大
手
通
２
の
２
の
６
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
申

込
書
類
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
本

庁
案
内
所
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
に
あ
り
ま
す
）

問
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室

39
・

２
７
６
３
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡


32
・
１
１
８
１

25 市政だより 2006.11

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。
お問い合わせは休日急患診療所へ

中越こども急患センター（西千
手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院
11・12月

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

11月３日・19日
12月３日 長岡赤十字病院28・3600

11月５日・23日
12月10日 長岡中央綜合病院35・3700

11月12日・26日 立 川 綜 合 病 院33・3111

期 日 内 科 外 科

11

月

３日 内 島 医 院66・2446 金 井 医 院62・0116

５日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

12日 田 崎 医 院62・1122 星整形外科医院66・8808

19日 星野（弘）医院62・0998 寺 師 医 院62・0137

23日 山谷クリニック61・1388 わたなべ皮フ科62・7750

26日 杏 仁 堂 医 院62・0123 石 澤 医 院62・2500

12
月

３日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

10日 さ え き 内 科66・8500 貝 瀬 皮 膚 科66・8100

月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院35・3700

火曜日・金曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

水曜日・土曜日 長岡赤十字病院28・3600

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

太田小・中学校では、学区外から児童

生徒を受け入れるオープンスクールを実

施し、校舎併設と少人数という特色を生

かした教育に取り組んでいます。

このオープンスクールに平成19年４月

から通学を希望する児童生徒を募集しま

す。

対象＝太田小・中学校の教育活動に賛同

し、かつ１年間以上の通年通学がで

きる児童生徒

募集学年＝小・中学校の各学年

通学開始＝平成19年４月から

募集期間＝12月15日まで

学校見学会＝11月18日

①授業参観…午後１時55分から

②説明会…午後３時から

③会場…太田小・中学校（濁沢町485）

詳しくは、学校教育課（市役所幸町分

室２階）と市立の各小・中学校にある募

集案内をご覧ください。

各校の概要は下記のホームページでど

うぞ。

太田小学校23・2016

http://www.kome100.ne.jp/ohta-es/

太田中学校23・2009

http://www.kome100.ne.jp/ohta-jhs/
問学校教育課39・2249

オープンスクール（小・中連携
学区開放校）児童生徒募集



催

し

■
見
て
！
計
算
し
て
！
調
理
し
て
！

家
計
簿
と
食
生
活
を
考
え
る
会

一
日
に
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら

い
い
か
実
際
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
11
日

・
13
日

・
15

日

・
17
日

午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分

会
場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲

葉
町
）

定
員
＝
各
12
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

食
材
費
含
む
）

持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
電
卓
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

保
育
＝
一
日
４
人
（
11
日
を
除
く
。

要
予
約
２
０
０
円
）

申
長
岡
友
の

会
・
佐
藤
さ
ん

33
・
５
８
８
０

■
に
い
が
た
ま
ち
づ
く
り
学
会
公
開

講
座
「
に
い
が
た
の
将
来
を
考
え

る
」

日
時
＝
11
月
11
日

午
後
１
時
～
５

時

会
場
＝
長
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
（
長
岡
駅
大
手
口
前
）

講
師
と

内
容
＝
新
潟
大
学
助
教
授
・
黒
野
弘

靖
さ
ん
「
新
潟
の
災
害
に
強
い
集
落

を
考
え
る
」、
元
豊
栄
市
長
・
小
川
竹

二
さ
ん
「
新
世
紀
に
い
が
た
へ
の
期

待
」

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
学

生
無
料
）

問
同
学
会
・
片
桐
さ
ん


０
９
０
・
６
９
２
０
・
７
７
４
４

■
長
商
の
夕
（
吹
奏
楽
演
奏
会
）

日
時
＝
11
月
11
日

午
後
６
時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場

料
＝
一
般
７
０
０
円
、
小
学
生
４
０

０
円
（
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ま
た
は

長
岡
商
業
高
校
で
。
当
日
１
０
０
円

増
）

問
長
岡
商
業
高
校
・
藤
田
さ

ん

０
８
０
・
５
４
２
５
・
６
４
５
２

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
岡
第
10
団

ス
カ
ウ
ト
祭

日
時
＝
11
月
12
日

午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分

内
容
＝
ス
カ
ウ
ト
活

動
の
展
示
、
立
ち
か
ま
ど
で
の
パ
ン

作
り
、バ
ザ
ー
ほ
か

会
場
・
問
福
住

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

32
・
５
０
８
０

■
税
と
文
化
講
演
会

日
時
＝
11
月
15
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

内
容
＝
長
岡
税
務
署
長
・
東

野
登
次
さ
ん
と
税
理
士
・
齋
藤
和
子

さ
ん
（
映
画「
マ
ル
サ
の
女
」の
モ
デ

ル
）
の
講
演

定
員
＝
３
０
０
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料
（
タ
オ

ル
１
本
の
寄
附
を
お
願
い
し
ま
す
）

問

長
岡
法
人
会

35
・
０
３
２
８

■
だ
る
ま
会
総
合
作
品
展
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
16
日

～
19
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
16
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
19
日
は
午
後
４
時
ま

で
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
美

術
セ
ン
タ
ー

展
示
内
容
＝
書
、
絵

画
、
彫
塑
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど

問

同
会
・
鷲
尾
さ
ん

27
・
５
７
０
６

■
秋
の
瞽ご

女ぜ

唄
公
演

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓

町
１
）

内
容
＝
越
後
瞽
女
唄
葛
の

葉
会
に
よ
る
「
巡
礼
お
つ
る
・
巡
礼

唄
の
段
」
全
４
段
ほ
か

入
場
料
＝

１
、０
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）
問

瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

35
・
９
５

３
８

■
大
き
な
か
ぶ
寄
席
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
＝
市
立
養
護
学
校
（
日
越
）

内
容
＝
入
船
亭
扇せ

ん

辰た
つ

さ
ん
の
落
語
、

障
害
者
自
立
支
援
法
を
考
え
る
学
習

会

定
員
＝
３
０
０
人
（
先
着
。
要

整
理
券
）

申
大
き
な
か
ぶ
作
業
所


・

36
・
９
７
６
３

■
ア
ー
ト
97
・
10
周
年
記
念
展

（
洋
画
展
・
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日

～
30
日

午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
30
日
は
午
後
４

時
ま
で
、
月
曜
休
館
）

会
場
＝
中
央

図
書
館
２
階
美
術
セ
ン
タ
ー

問
ア

ー
ト
97
・
藤
田
さ
ん

32
・
７
８
７
８

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
２
時
～
５

時

会
場
＝
中
央
図
書
館

テ
ー
マ

＝
環
境
問
題
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
害

物
質
の
視
点
か
ら
考
え
る

参
加
料

＝
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
円

申
11
月

14
日

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で
同

大
学
産
学
連
携
課

47
・
９
２
７
８

へ
、

47
・
９
０
４
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

sangaku@
jcom

.nagaokaut.ac.jp

■
科
学
の
心
が
育
つ
「
附
属
長
岡
サ

イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日

午
前
10
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
附
属
長
岡
幼
稚
園

・
小
学
校
・
中
学
校

内
容
＝
科
学

の
心
を
育
て
る
教
育
実
践
紹
介
、
ぼ

く
の
わ
た
し
の
学
習
発
表
、
お
も
し

ろ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

問
同
小
学
校


32
・
４
１
９
１

■
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

２
０
０
６
新
潟
県
大
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日

・
26
日

午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
26
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
体
育
館

テ
ー
マ
＝
「
科
学
技
術
は
も
の
づ
く

り
の
原
点
！
感
じ
よ
う
！
科
学
の
ふ

し
ぎ
、
も
の
づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
」

内
容
＝
小
中
学
生
向
け
の
実
験
、
工

作
教
室
、
科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

参
加
型
体
験
実
験
な
ど

問
県
産
業

振
興
課
内
同
実
行
委
員
会
事
務
局


０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
４
４

■
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

ア
ル
コ
ー

ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う（
無
料
）

日
時
＝
11
月
26
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
ほ
か

定
員
＝
小
学
３

年
生
以
上
30
組
（
先
着
。
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

講
師
＝
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
い
る
団

体
）
職
員

持
ち
物
＝
1.5

炭
酸
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
、
昼
食
、
筆
記
用

具
、
ス
リ
ッ
パ

申
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

太
田
さ
ん

32
・
１
５
０
８
、

39

・
９
２
２
５
、
Ｅ
メ
ー
ルssfl@

m
ail

2.gin
zad

o.n
e.jp

へ

■
長
岡
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
越
路
地
域
の
人
物
い
し
ぶ
み
」

を
探
っ
て

日
時
＝
12
月
２
日

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
第
一
小
ホ

ー
ル

講
師
＝
長
岡
郷
土
史
研
究
会

会
員
・
小
野
塚
敏
則
さ
ん

問
長
岡

郷
土
史
研
究
会

36
・
７
８
３
２

■
長
岡
高
校
「
地
域
の
声
を
聞
く
会
」

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
高
校
会
議
室

申
同
高

校

34
・
４
５
４
０

■
映
画
「
あ
り
が
と
う
」
10
組
20
人

ご
招
待

阪
神
淡
路
大
震
災
で
家
も
友
も
財

産
も
失
っ
た
59
歳
の
主
人
公
が
難
関

の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
テ
ス
ト
に
挑
戦
、
見

事
合
格
し
た
実
話
を
基
に
し
た
勇
気

と
感
動
の
物
語
に
ご
招
待
し
ま
す
。

上
映
期
間
＝
11
月
25
日

～
12
月
22

日


申
往
復
は
が
き
に
返
信
先
の

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
11
月
15
日


ま
で
に
〒
９
４
０
―
１
１
５
３
要

町
１
の
８
の
50
長
岡
シ
ネ
マ
チ
ャ
オ


38
・
０
６
９
９
へ
（
先
着
。
は
が

き
１
枚
に
つ
き
２
人
招
待
）

ス
ポ
ー
ツ

■
初
心
者
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
教
室

日
時
＝
11
月
18
日
～
12
月
９
日
の
毎

週
土
曜
日
（
計
４
回
）
午
後
４
時
30

分
～
６
時
30
分

会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

対
象
＝
小
学

１
～
４
年
生
で
ク
ロ
ー
ル
と
背
泳
ぎ

と
も
に
25
ｍ
泳
げ
る
人

参
加
料
＝

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、１月号は12月１日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問広報課39・2202

26市政だより 2006.11

問＝問い合わせ 申＝申し込み
申の記載のないものは直接会場へどうぞ

２
、０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申

11
月
15
日

ま
で
に
長
岡
市
水
泳
協

会
・
佐
藤
さ
ん

０
９
０
・
８
８
４

８
・
４
２
３
２

■
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
健
康
法
ク
ラ
ブ

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
（
第
４
月
曜
日
は
休
み
）

会
場

＝
南
部
体
育
館

会
費
＝
月
５
０
０

円
（
体
験
は
無
料
）

問
同
ク
ラ
ブ

・
樋
口
さ
ん

34
・
２
３
０
３

■
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

初
心
者
講
習
会
（
無
料
）

会
員
も
募
集
中
で
す
。

日
時
と
会
場
＝
①
12
月
７
日

午
前

９
時
～
正
午
…
市
民
体
育
館
②
８
日


午
後
１
時
～
５
時
…
南
部
体
育
館

③
11
日

午
前
９
時
～
正
午
…
北
部

体
育
館
④
12
日

午
前
９
時
～
正
午

…
新
産
体
育
館

申
当
日
各
会
場
で

問
長
岡
市
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
・
土
田
さ
ん

33
・
７
１

５
０く

ら
し

■
行
政
書
士
に
よ
る
一
日
無
料
相
談

日
時
＝
11
月
11
日

午
前
10
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階

相
談
内
容
＝
相
続
遺
言
、
法
人
設
立
、

契
約
、
農
地
法
関
係
、
会
計
記
帳
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

問
行
政
書

士
・
片
桐
さ
ん

42
・
４
５
７
３

■
冬
に
備
え
た
点
検
「
女
性
マ
イ
カ

ー
教
室
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
13
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
自
動
車
整
備

振
興
会
長
岡
支
所
（
摂
田
屋
町
）

内
容
＝
自
分
で
出
来
る
日
常
点
検
、

ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
ほ
か

定
員
＝
15

人
（
先
着
）

申
11
月
10
日

ま
で

に
同
会

22
・
１
１
１
２
へ

■
口
唇
口
蓋
裂
友
の
会
新
潟
支
部

交
流
会
＆
講
演
会

日
時
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時

会
場
＝
川
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
５
０

０
円

申
同
会
・
高
尾
さ
ん

・

39

・
７
８
３
１

■
人
権
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

①
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
強

化
週
間
）

日
時
＝
11
月
13
日

～
17
日

午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分
、
18
日


・
19
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時


０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
０
（
Ｐ

Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
接
続
不
可
）

②
特
設
人
権
相
談
所

期
日
と
会
場
＝
12
月
７
日

…
市
民

セ
ン
タ
ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室
、

７
日

…
み
し
ま
会
館
、
８
日

…

和
島
支
所

時
間
＝
午
前
10
時
～
午

後
３
時

相
談
内
容
＝
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
上
の

問
題
、
い
じ
め
問
題
な
ど

問
①
②
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局


33
・
６
９
０
１

■
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の

電
話
相
談
と
講
演
（
無
料
）

①
全
国
一
斉

子
育
て
・
虐
待
防
止

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）

日
時
＝
11
月
18
日

正
午
～
午
後
６

時

０
９
０
・
６
６
８
９
・
４
７
２
２

②
子
ど
も
の
権
利
１
１
０
番
講
演
会

日
時
＝
11
月
12
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
ま
ち
な
か
・
考
房
２
階

講

師
＝
弁
護
士
・
磯
谷
文
明
さ
ん

③
講
演
会
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
」

日
時
＝
12
月
３
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
医
師
会
館
（
寺
島
町
）

講
師
＝
Ｄ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
中
島
幸
子
さ
ん
、

杏
林
大
学
教
授
・
佐
藤
喜
宣
さ
ん

申
②
③
は
フ
ァ
ク
ス
で
子
ど
も
の
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
・
に
い
が
た

32
・

０
５
１
１
へ

問
草
間
さ
ん

０
９

０
・
６
６
８
９
・
４
７
２
２

■
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ

ラ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
関
係

機
関
の
紹
介
、
法
制
度
に
関
す
る
情

報
提
供
、
資
力
の
乏
し
い
人
へ
の
無

料
法
律
相
談
や
弁
護
士
費
用
の
立
て

替
え
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
＝
一
般
相
談

０

５
７
０
・
０
７
８
３
７
４
、
犯
罪
被

害
者
相
談

０
５
７
０
・
０
７
９
７

１
４

問
法
テ
ラ
ス
新
潟

０
５
０

・
３
３
８
３
・
５
４
２
０

■「
愛
の
協
力
運
動
」会
員
募
集
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
18
年
度
の
会
員
募
集
に
伴
う

会
費
総
額
は
１
、８
６
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
を
は
じ
め
、
犯
罪
・
非
行
防
止
、

地
域
浄
化
活
動
や
更
生
保
護
施
設
へ

の
助
成
な
ど
、
大
切
な
資
金
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
長
岡
地
区
保
護
司
会
内
更
生
保
護

法
人
新
潟
県
保
護
観
察
協
会
長
岡
地

区
事
務
局

36
・
４
３
３
３

■
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
７
日

・
８
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー
３
０
３
会
議
室

内
容

＝
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公
共

職
業
訓
練
紹
介
、
適
性
診
断
、
履
歴

書
・
経
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
ほ
か

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

申
若
者
し
ご
と
館
長
岡
サ
テ
ラ
イ
ト


39
・
３
２
７
１

■
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

（
無
料
）

①
長
岡
地
域
若
者
起
業
体
験
講
座

日
時
＝
12
月
９
日

午
後
１
時
～
５

時

対
象
＝
学
生
（
高
校
生
以
上
）、

30
代
半
ば
ま
で
の
未
就
職
者

会
場

＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内
容
＝

自
己
分
析
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
マ
ッ
プ

診
断
、
模
擬
起
業
ゲ
ー
ム
ほ
か

定

員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

申
長
岡

大
学
若
者
キ
ャ
リ
ア
事
業
室

39
・

１
６
０
０
、

39
・
９
５
６
６

②
職
人
塾
第
二
章

伝
統
的
な
技
術
に
根
ざ
し
た
先
端

技
術
を
持
つ
企
業
を
訪
問
し
、
産
業

の
歴
史
や
基
盤
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
12
月
12
日

～
14
日

午
前

９
時
～
午
後
６
時
（
３
日
間
コ
ー
ス
）

対
象
＝
30
代
半
ば
ま
で
の
未
就
職
者

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

会
場
・
申

12
月
４
日

ま
で
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

キ
ャ
リ
ア
応
援
プ
ラ
ザ
館

38
・
６

１
８
１
へ

■
仕
事
探
し
は
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
長
岡


34
・
８
０
１
０
で

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
パ
ソ
コ
ン

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
と
同
じ
求
人

情
報
を
簡
単
に
検
索
で
き
ま
す
。
パ

ー
ト
希
望
や
高
齢
者
の
人
な
ど
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

場
所
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

時
間

＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

（
平
日
の
み
）

健

康

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

期
日
＝
11
月
20
日

、
12
月
18
日


時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

内

容
＝
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般

相
談
（
予
約
制
）

会
場
・
申
県
長

岡
地
域
振
興
局
地
域
保
健
課

33
・

４
９
３
１

■
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
「
笑
い
と
と
も
に

が
ん
を
生
き
る
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
23
日

午
後
３
時
～
６

時

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

定
員
＝
３
６

０
人
（
先
着
）

問
長
岡
赤
十
字
病

院
血
液
内
科
部
長
・
藤
原
さ
ん

28

・
３
６
０
０

募

集

■
英
会
話
教
室
（
初
級
）

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
８

時

会
場
＝
黒
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

講
師
＝
加
藤
正
規
さ
ん

会
費
＝
月
２
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
加
藤
さ
ん

０
９
０

・
４
５
４
２
・
６
３
３
６

■
長
岡
赤
十
字
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
日
＝
週
１
回
～
月
２
回
程
度

対
象
＝
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な

人

内
容
＝
入
院
患
者
さ
ん
の
お
話

し
相
手
、
院
内
の
散
歩
の
付
き
添
い
、

本
の
朗
読
、
外
来
で
の
案
内
や
車
椅

子
の
人
の
お
手
伝
い
な
ど

申
同
病

院
庶
務
課
・
高
橋
さ
ん

28
・
３
６

０
０

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

外
国
か
ら
の
留
学
生
（
高
校
生
）

の
日
本
の
家
族
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
語
学
力
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
入
期
間
＝
平
成
19
年
３
月
下
旬
～

20
年
２
月
上
旬

申
11
月
20
日

ま

で
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡
支
部
・
須
藤
さ
ん


35
・
４
２
２
２
へ
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秋から冬にかけて、可憐な花を咲か

せるロビラキは、ユキツバキと茶の交

配雑種です。葉は茶より一回り大きく

肉薄で、花は直径３㎝くらいの淡桃色

の一重咲きです。茶の湯の炉開き（10

月下旬から11月初旬にかけて、畳の下

にしまってある炉を開く行事）の時期

に咲き始めることから命名されました。

ロビラキはもともと栃尾大野町の民

家の庭先で100年以上前から育てられて

いました。たまたまその民家に来てい

た人が珍しい花があることに気付き、

鑑定を受けたところ、新種だというこ

とが確認されました。原木は、昭和56

年12月に旧栃尾市の天然記念物に指定

されています。

この珍しい花は、栃尾美術館の庭で、

その上品な姿を見ることができます。

1919

ロビラキ

長
岡
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
お
山
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
悠
久
山
公
園
。
桜
を
は
じ
め
、

ツ
ツ
ジ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
紅
葉
、

雪
景
色
と
、
四
季
折
々
多
彩
な
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

泉
翠

せ
ん
す
い

池
を
中
心
に
広
が
る
散
策
路

で
は
、
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥
な
ど

ゆ
っ
く
り
と
自
然
観
察
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
大
正
初
期
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
市
民
有
志
に
よ
る

団
体
「
令
終
会
」
が
当
時
の
金
額

で
約
五
万
四
千
円
を
投
じ
て
整
備

し
、
長
岡
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
プ
ー

ル
や
野
球
場
、

郷
土
史
料
館
や

小
動
物
園
な
ど
、

総
合
公
園
と
し

て
改
良
整
備
さ

れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
９

月
６
日
、
秋
篠

宮
ご
夫
妻
に
、
皇
族
男
子
と
し
て

は
41
年
ぶ
り
と
な
る
、
悠
仁

ひ
さ
ひ
と

様
が

誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
の
一
字

に
同
じ
「
悠
」
の
字
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
悠
仁
様
の
「
お

印
」（
皇
族
が
身
の
回
り
の
品
な
ど

に
用
い
る
徽
章
）
で
あ
る
「
高こ

う

野や

槇ま
き

」
の
木
が
、
悠
久
山
公
園
に
も

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
偶
然
と
し

て
も
何
か
不
思
議
な
縁
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
公
園
緑
地
課


39
・
２
２
３
０
へ
ど
う
ぞ
。

「トッテンカン、トッテンカン」。職人の鋼

を叩く音が鳴り響く小さな城下町、与板。最

盛期の昭和20年代には、200を超える鍛冶屋が

軒を連ねていました。その後、時代の流れと

ともに衰退し、鍛冶屋も最盛期の５分の１ほ

どに。それを見かねた「村のかじや」（鍛冶屋

の有志）が打刃物産業の再興を願い、平成２

年、「ふいご祭り」を始めました。

「ふいご」とは、鍛冶の命でもある火を起

こすために、手や足で風を送る器具のことで

す。烏帽子
え ぼ し

に白装束という古式にのっとった

いでたちで、真っ赤に熱せられた鉄を鍛えま

す。親方と二人の職人が槌
つち

で「トッテンカン」

の三拍子。火花が飛び散るなかで打刃物が鍛

えられていくさまは神秘的ですらあります。

今年のふいご祭りは、11月５日に都野神

社境内の金山神社で行われます。

1919

1919

▲リズミカルな槌の音が神社の森に響き、鉄の塊は命を
吹き込まれていきます。

悠久山公園 【御山町】

ふ
い
ご
祭
り

【
11
月
／
与
板
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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▲泉翠池のほとりにそびえる高野
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